
は
じ
め
に

近
世
に
お
い
て
身
分
階
層
と
し
て
の
「
武
士
」
の
大
半
を
占
め
た
の
は
、
下
級

武
士
と
総
称
さ
れ
る
小
禄
の
人
々
で
あ
っ
た
。
特
に
、
幕
府
に
お
い
て
旗
本
約
五

〇
〇
〇
人
に
対
し
約
一
万
七
〇
〇
〇
人
が
存
在
し
た
と
さ
れ
る
御
家
人
（
１
）は
、
身
分

的
な
流
動
性
や
幕
府
機
構
内
で
果
た
し
た
役
割
を
鑑
み
て
も
、
重
要
な
研
究
対
象

と
い
え
る
。

下
級
武
士
は
か
つ
て
維
新
変
革
の
主
体
と
し
て
着
目
さ
れ
研
究
が
進
ん
だ
が
、

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
そ
の
存
在
形
態
に
関
す
る
理
解
が
深
め
ら
れ
た
。
幕
府
に

関
し
て
は
、
ま
ず
御
家
人
の
「
家
」
に
着
目
し
て
御
家
人
株
の
売
買
が
都
市
社
会

と
の
関
わ
り
か
ら
検
討
さ
れ
（
２
）、
そ
の
身
分
の
流
動
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
戦
前
以
来
の
職
務
制
度
研
究
（
３
）を
基
礎
と
し
て
、
具
体
的
な
役
職
に
着
目
す
る

こ
と
で
職
務
内
容
や
任
免
な
ど
か
ら
動
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
４
）。
特
に
後
者

の
御
家
人
の
動
態
に
関
す
る
知
見
を
深
め
る
た
め
に
は
、
御
家
人
の
家
格
に
基
づ

い
て
就
任
可
能
な
役
職
が
制
限
さ
れ
て
い
た
（
５
）以
上
、
具
体
的
な
役
職
・
組
織
に
即

し
て
そ
の
実
像
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
家
格
制
限
が
厳
格
で

あ
り
、
跡
目
相
続
に
よ
り
世
襲
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
譜
代
席
（
６
）に
つ
い
て
は
な

お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
幕
府
の
鉄
砲
玉
薬
方
に
着
目
す
る
。
鉄
砲
玉
薬
方
は
鉄
砲

玉
薬
奉
行
の
も
と
、
幕
府
直
属
軍
事
力
の
用
い
る
銃
砲
や
火
薬
等
の
整
備
・
供
給

を
担
っ
た
役
職
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
兵
站
」
を
担
う
役
職
と
し
て
、
家
康
に
遡

る
足
軽
と
し
て
の
由
緒
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
鉄
砲
玉
薬
組
同
心
は
譜
代
席
で
あ
っ

た
。
近
世
初
期
の
鉄
砲
玉
薬
組
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
下
級
幕
臣
の
土
地
所
有

を
検
討
す
る
な
か
で
牧
原
成
征
氏
が
触
れ
て
い
る
（
７
）。

ま
た
、
鉄
砲
玉
薬
方
の
大
き
な
特
質
と
し
て
、
特
殊
技
能
を
保
有
し
て
い
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
軍
事
力
を
支
え
る
役
職
と
し
て
将
軍
家
の
秘
伝
た
る
火
薬
の

調
合
技
術
を
維
持
・
継
承
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
り
、
構
成
員
が
入
れ
替
わ
る

中
に
お
い
て
ど
う
人
材
を
確
保
し
た
か
、
が
一
つ
の
焦
点
と
な
ろ
う
。
ま
た
筆
者

は
幕
末
期
の
鉄
砲
玉
薬
方
に
お
け
る
外
来
技
術
の
受
容
と
組
織
変
化
を
別
に
検
討

江
戸
幕
府
鉄
砲
玉
薬
方
の
組
織
と
同
心

―
―
『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
の
紹
介
を
か
ね
て
―
―

菊

地

智

博

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
二
十
六
号

二
〇
二
二
年
三
月
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す
る
予
定
で
あ
り
、
本
稿
は
そ
の
前
提
と
も
な
る
。

鉄
砲
玉
薬
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
断
片
的
な
史
料
か
ら
検
討
さ
れ
る
の
み

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
鉄
砲
玉
薬
方
の
組
頭
で
あ
っ
た
服
部
平
左
衛

門
が
記
録
し
た
と
考
え
ら
れ
る
神
宮
文
庫
所
蔵
『
玉
薬
奉
行
勤
方
（
８
）』
を
紹
介
し
つ

つ
、
ま
ず
鉄
砲
玉
薬
方
の
「
兵
站
」
役
職
と
し
て
の
性
格
が
い
か
に
形
成
さ
れ
た

か
を
確
認
す
る
。
次
い
で
、
鉄
砲
玉
薬
方
の
機
構
に
つ
い
て
基
礎
的
な
部
分
を
明

ら
か
と
す
る
。
さ
ら
に
、
技
術
の
継
承
に
お
い
て
重
要
と
な
る
人
材
確
保
を
考
察

す
る
た
め
、
同
記
録
か
ら
鉄
砲
玉
薬
組
内
部
の
同
心
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

行
う
。

『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
に
つ
い
て

今
回
主
に
取
り
上
げ
る
神
宮
文
庫
所
蔵
『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
は
表
紙
・
裏
表
紙

を
除
い
て
全
八
八
丁
の
小
横
帳
で
あ
る
。
表
紙
裏
に
は
「
他
見
無
用

秘
書

﹇
…
﹈
服
部
常
房
」
と
あ
り
、
服
部
常
房
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
後
に
述
べ
る
通
り
、
近
世
初
期
か
ら
鉄
砲
玉
薬
組
同
心
を
世
襲
し
た

服
部
家
の
人
物
で
あ
る
。

伝
来
に
つ
い
て
は
、
一
丁
目
表
に
は
右
下
か
ら
順
に
「
太
平
」
印
（
裏
表
紙
に

も
あ
り
）・「
古
事
類
苑
編
纂
事
務
所
」
印
・「
神
宮
文
庫
」
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

「
太
平
」
印
は
明
治
期
の
著
述
家
内
藤
燦
聚
の
蔵
書
印
で
あ
り
（
９
）、
服
部
家
の
手
を

離
れ
た
の
ち
内
藤
の
手
に
渡
り
、『
古
事
類
苑
』
の
編
纂
に
利
用
さ
れ
た
後
（「
官

位
部
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
）、
編
纂
を
最
終
的
に
継
承
し
た
神
宮
司
庁
（
１０
）の
所
蔵

と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

内
容
は
【
表
一
】
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
鉄
砲
玉
薬
方
の
職
務
に
必
要
な
情
報

を
記
入
し
た
も
の
で
、
管
理
す
る
焔
硝
蔵
等
の
一
覧
や
そ
の
由
来
、
火
薬
原
料
で

あ
る
硝
石
・
硫
黄
・
木
炭
の
調
合
割
合
な
ど
に
関
す
る
記
事
が
確
認
で
き
る
。
こ

う
し
た
点
を
踏
ま
え
れ
ば
「
奉�

行�

勤

方
」
と
い
う
よ
り
は
「
同
心
勤
方
」
の

ほ
う
が
実
態
に
近
い
。
な
お
配
列
は
か

な
り
雑
然
と
し
て
お
り
、
私
的
な
覚
書

と
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ

る
。本

史
料
の
大
部
分
を
占
め
る
の
は
鉄

砲
玉
薬
組
同
心
を
中
心
と
し
た
任
免
に

関
わ
る
記
録
で
あ
る
。
同
心
の
任
免
時

期
お
よ
び
高
や
前
職
が
、
概
ね
時
系
列

順
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
部
分
が
大
半
を

占
め
、
そ
の
他
家
督
継
承
に
関
わ
る
手

続
き
の
先
例
な
ど
が
交
じ
る
。
同
じ
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
の
記
録
が
複
数
箇
所
に
分

散
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た

後
筆
と
思
わ
れ
る
小
書
の
注
記
が
全
編

に
渡
っ
て
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
史

料
は
時
を
追
っ
て
順
次
加
筆
さ
れ
て
ゆ

く
性
格
の
記
録
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え

る
。本

史
料
が
記
さ
れ
た
年
代
は
宝
暦
年

間
後
半
以
降
と
考
え
ら
れ
、
任
免
記
録

の
切
れ
目
か
ら
、
文
化
十
四
年
頃
・
文

政
九
年
頃
な
ど
何
度
か
の
契
機
に
ま
と

ま
っ
た
加
筆
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

【図１】『玉薬奉行勤方』表紙裏～１丁表
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【表１】『玉薬奉行勤方』目録 （１／２）

見出し・書き出し（内容【年代】）

玉薬奉行勤方

「他見無用 秘書 附添領高幷地面之訳記有之 服部常房」

御預所之御蔵御多門間数覚（鉄砲玉薬方管轄の蔵・多門等書上）

和泉御蔵始り之事（和泉新田焔硝蔵の由来）

前之御直段付（桐箱・３品の直段書上）

玉薬渡方段々替り覚（玉薬・鉛の現物渡・代銀渡の変遷）

御蔵地所々替候覚（飛田給・駒場・千駄ヶ谷・和泉新田御蔵の変遷）

千駄ヶ谷御蔵覚（千駄ヶ谷御蔵の変遷、定番設置の経緯）

坪数覚（千駄ヶ谷両御蔵の坪数など）

誓詞前書（玉薬組誓詞雛形）

（服部平左衛門任免、嫡子につき）

御入人覚（玉薬組同心任免書上【寛延３年～文化１２年】）

（玉薬組同心・玉薬奉行・留守居 任免書上【文化２年～文政１２年】）

御代々調合被仰付覚（家康御代～宝暦年間の調合貫目等書上＋文政９後筆）

代々玉薬奉行覚（鉄砲玉薬奉行任免書上【家康御代～文政９年】）

（玉薬組頭・玉薬奉行任免書上【文政１１～天保３年】）

（玉薬組同心任免書上【文化１５年～天保２年】）

（１丁白紙）

（玉薬組同心任免書上【文化４年～文化５年】）

（慶安三庚寅年紅毛人献上の大砲につき）

（譜代の者抱場へ転役につき）

（硫黄直段【享保・宝暦】、竹橋鉄砲蔵番所につき）

組頭役被仰付并跡目被仰付前例（跡目申渡に関する前例につき【明暦・宝暦・元禄】）

今調合（三品の調合割合とその計算法）

御秘事御分鈍（現在および明和以前の調合割合とその計算）

先規地方無之地方拝領之訳（入人時に拝領地がなかった前例【貞享・寛永】）

（甲府への調合薬差立および文化５年停止につき）

享保十七子年十月麻斗目御尋之節書上候控、御目付大岡右近懸り（熨斗目・白帷子着用の由緒につき）

覚（目無し分鈍および鑓２筋御預の由緒につき【寛延３年】）

出火之事（享保１４年出火につき火防出精御褒美につき）

町名主替之事（四谷御箪笥町名主替につき町年寄へ差出書類写【天明５年】）

花火御触（享和二年花火禁令写）

「一、本郷村調合野扶持宝暦元未年十二月願済」（※この一文のみ）

（蝦夷地・大坂・房州等御用のため調合薬・硫黄など調達記録【文化・宝暦・享保・文政】）

離縁届振合（離縁届雛形・玉薬組田中権兵衛弟離縁につき【文化６】）

（玉薬組同心任免書上【文化１４年～天保２年】）

（１丁半白紙）

（田沢久右衛門跡式につき）

（金銀通用につき【文化１５～天保２年】）

拝領町屋鋪之訳（服部家拝領町屋敷来歴につき【天正１９拝領】）

先規御入人六人之者訳（田沢久左衛門家来など６人入人につき）

（地方知行・手作場由緒につき）

（森三郎右衛門扶持等実子惣領へ被下につき）

終

２オ

３オ

３ウ

４オ

４オ

５ウ

６オ

７ウ

８ウ

１５オ

２７オ

３０オ

３７ウ

３９オ

４６ウ

４９オ

４９オ

４９ウ

５０オ

５１オ

５３オ

５４ウ

５６オ

５６オ

５７オ

５８ウ

５９ウ

６０オ

６０ウ

６０ウ

６３ウ

６５オ

６７オ

６９オ

７０ウ

７１オ

７１ウ

７２ウ

７３オ

始

表紙

表２

１オ

２ウ

３オ

３ウ

４オ

４オ

５ウ

６ウ

８オ

８ウ

１６オ

２８オ

３１オ

３７ウ

４０オ

４８オ

４９オ

４９ウ

５０オ

５０オ

５１ウ

５３ウ

５４ウ

５６オ

５６ウ

５７ウ

５８ウ

５９ウ

６０オ

６０ウ

６１オ

６４オ

６５ウ

６９オ

６９オ

７１オ

７１ウ

７１ウ

７２ウ

No.

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

35



た
だ
し
、
そ
の
更
新
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
を
最
後
に
途
絶
え
て
い
る
。
内

容
を
確
認
す
る
と
天
保
二
年
に
鉄
砲
玉
薬
組
頭
で
あ
っ
た
服
部
平
左
衛
門
が
辞
し

て
小
普
請
入
し
て
い
る
。
本
史
料
は
同
人
の
勤
役
中
に
記
録
さ
れ
、
引
退
の
後
に

役
割
を
終
え
た
と
推
定
で
き
る
。
記
録
の
一
部
を
抹
消
し
「
不
入
」
と
付
記
し
た

箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
史
料
を
元
に
新
た
な
『
勤
方
』
が
筆
写
作
成
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
一
章

鉄
砲
玉
薬
組
の
成
立
と
由
緒

鉄
砲
玉
薬
奉
行
は
、
幕
府
が
保
有
す
る
火
薬
（
玉
薬
）
の
製
造
・
管
理
を
行
う

役
職
（
１１
）と
さ
れ
る
。
近
世
後
期
の
時
点
で
は
、
留
守
居
支
配
で
席
次
は
焼
火
之
間
詰
、

役
扶
持
二
〇
人
扶
持
、
定
員
は
二
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
御
用
鉄
砲
師
で
あ
る

胝
・
松
屋
・
大
塚
家
な
ど
を
支
配
し
た
（
１２
）ほ
か
、
千
駄
ヶ
谷
・
和
泉
新
田
の
二
つ
の

焔
硝
蔵
（
火
薬
庫
）
を
管
轄
し
、
周
辺
村
々
に
掃
除
人
足
役
な
ど
を
賦
課
し
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
１３
）。

鉄
砲
玉
薬
奉
行
二
名
の
下
に
は
鉄
砲
玉
薬
組
二
組
が
置
か
れ
、
あ
わ
せ
て
組
頭

二
名
を
含
む
同
心
三
六
名
（
１４
）が
所
属
し
た
。
同
組
へ
は
御
目
見
以
下
の
御
家
人
が
任

用
さ
れ
た
が
、
一
方
で
家
康
以
来
の
由
緒
に
よ
っ
て
譜
代
席
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
原
則
的
に
は
一
代
限
り
の
任
用
で
あ
る
抱
席
と
異
な
り
、
相
続
と
家
禄
の
支

給
が
許
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
鉄
砲
玉
薬
方
の
あ
り
方
は
、
ど
の
よ
う
に
定
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（２／２）

見出し・書き出し（内容【年代】）

（菱沼十蔵出精御褒美・嘉千代様・若君様出生につき尾張家・紀州家献上御筒製作【文政３・８年】）

召被捕候節御届振合（不行跡につき久離御届雛形）

（諸組へ調合薬・鉛代御渡につき【文政９・１０年】）

（玉薬組跡式につき【文政１２年】）

服部姓先祖代々拝領高俵ニ直シ心覚左ニ記置（服部家拝領高書上）

自分拝領地表裏地面借置候訳（長屋新築につき裏地面借受【文化１４年】※「不入」として抹消）

（四ッ谷御箪笥町拝領の訳など取調につき【文政１０年】）

（１丁半白紙）

自分拝領屋敷東隣り岩田友蔵拝領屋鋪上り地ニ相成候訳（岩田友蔵自殺につき上地【文政６年】）

（太田鷹吉【文化８】・服部平左衛門【文政１０】拝領屋鋪類焼につき御番休）

（谷藤左衛門遠島につき拝領地上地【文政１０年】）

手前拝領町屋鋪西境之訳（拝領町屋敷長屋再建につき西境借受一札【文政１０年】）

（玉薬組同心任免書上【文政１０～天保２年】）

（三品調合法・目無秤および建試蓋物の使用法）

大渡調合薬鉛代金銀算当り法覚左之通（諸組へ渡す調合薬数量・鉛代金額算出法）

角印（太平）

終

７５ウ

７６オ

７６ウ

７７ウ

７８オ

７８ウ

７９オ

８２オ

８２ウ

８３オ

８４ウ

８６ウ

８７ウ

８８ウ

始

７３オ

７６オ

７６ウ

７７オ

７８オ

７８オ

７９オ

８１オ

８２ウ

８３オ

８４オ

８５オ

８６ウ

８８オ

裏表紙

No.

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６
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第
一
節

玉
薬
組
の
形
成

（
一
）
大
箪
笥
組
の
成
立

宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
に
作
成
さ
れ
た
大
箪
笥
玉
薬
組
の
由
緒
書
（
１５
）に
よ
れ
ば
、

の
ち
に
鉄
砲
玉
薬
組
と
な
る
大
箪
笥
組
は
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
三
河
で

召
し
出
さ
れ
、
榊
原
小
兵
衛
（
大
箪
笥
奉
行
）
へ
預
け
ら
れ
た
二
〇
人
に
起
源
を

持
つ
。
由
緒
書
中
の
「
御
奉
公
申
上
候
覚
」
と
い
う
記
述
に
よ
れ
ば
長
篠
・
高
天

神
の
戦
い
な
ど
に
「
御
供
」
し
、
家
康
御
入
国
・
関
ヶ
原
・
大
坂
の
陣
に
も
従
っ

て
い
る
。

「
御
供
」
の
内
容
は
由
緒
書
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
家
康
の
鉄
砲
箪
笥

を
供
奉
し
た
と
考
え
ら
れ
る
ほ
か
、『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
で
は
家
康
・
秀
忠
の
代

か
ら
火
薬
の
調
合
を
行
っ
て
い
た
と
し
て
い
る
（
№
１４
「
御
代
々
調
合
被
仰
付

覚
」）。

由
緒
書
に
よ
れ
ば
当
初
の
二
〇
人
の
ほ
か
に
、
家
康
の
伊
賀
越
え
（
天
正
一
〇

年
）
の
際
に
お
目
通
り
し
た
伊
賀
者
が
天
正
一
八
年
に
榊
原
小
兵
衛
組
へ
加
え
ら

れ
た
二
〇
人
、
天
正
一
九
年
・
寛
永
一
六
年
に
三
河
・
遠
江
か
ら
召
し
出
さ
れ
た

計
一
四
人
を
加
え
、
近
世
初
期
に
お
け
る
組
同
心
は
合
計
五
四
人
で
あ
っ
た
。
由

緒
書
で
は
「
銘
々
本
国
之
訳
」
と
し
て
、
提
出
当
時
と
思
わ
れ
る
組
同
心
の
名
前

を
本
国
別
に
書
き
上
げ
て
い
る
（【
表
二
】）。
そ
の
合
計
は
他
役
職
へ
転
じ
た
も

の
・
処
罰
に
よ
り
跡
が
つ
ぶ
れ
た
者
四
名
を
含
め
て
五
四
名
で
あ
り
、
宝
永
年
間

ま
で
譜
代
の
役
職
と
し
て
ほ
ぼ
世
襲
に
よ
り
組
が
維
持
さ
れ
て
き
た
様
子
が
わ
か

る
。寛

永
年
間
の
時
点
で
同
心
ら
は
二
組
に
分
か
れ
二
名
の
大
箪
笥
奉
行
（
菅
沼
三

五
郎
・
夏
月
杢
左
衛
門
）
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
と
こ
ろ
が
、
寛

【表２】宝永３年（１７０６）頃の玉薬組同心

長谷川郷右衛門

堤丈左衛門 元禄十二己卯年伊賀屋鋪定番江被
仰付候

元禄十一戌年御仕置被 仰付候、此者跡つふれ 組頭役 山口十郎右衛門
岩田兵右衛門
加用安平
池田清右衛門
鈴木加兵衛
川村金左衛門
仁波戸金兵衛

朝夷源次郎 元禄十二己卯年二ノ丸火之番ニ被 仰付
加藤源四郎

元禄十一戌年御追放被 仰付、此跡つふれ 組頭役 朝夷清蔵

藤田右之丞
杉山望八郎
横山四郎左衛門

菅野甚左衛門
佐藤稲之進
鈴木新四郎

行岡半右衛門
服部権八郎
露木伊八郎
高野甚五左衛門
加谷茂兵衛
舟場金五郎

朝夷源左衛門

谷順八郎
菅沼官右衛門
田中仁左衛門
柴山伊助

青山儀左衛門
手嶋又四郎
内山亀之丞

安藤彦次郎
只木次郎右衛門
石井庄左衛門
高野六郎兵衛
木原五左衛門
小嶋又三郎

三浦庄太夫

勝市郎右衛門
都筑十之丞
小林彦右衛門
藤田長左衛門

森三郎左衛門
鈴木新助
野村新草

篠塚甚右衛門
岩田平右衛門
斎藤三郎兵衛
池田京助
竹田伴右衛門
朝夷平八郎
三井庄右衛門
成田治左衛門

本国参州

本国伊賀

本国遠州
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永
九
年
（
一
六
三
二
）
に
は
新
た
に
榊
原
兵
左
衛
門
・
中
根
喜
蔵
・
山
本
与
九

郎
・
美
濃
部
八
蔵
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
四
組
が
召
し
抱
え
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
務

め
て
き
た
「
御
供
」
の
役
が
こ
の
四
組
へ
と
移
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
二
）
鉄
砲
箪
笥
組
と
の
分
離

通
説
的
に
は
、
従
来
の
二
組
が
後
の
鉄
砲
玉
薬
方
と
な
り
、
新
規
召
抱
の
四
組

は
後
の
「
鉄
砲
の
維
持
・
修
復
・
管
理
を
担
当
す
る
職
（
１６
）」
で
あ
る
鉄
砲
箪
笥
方
に

つ
な
が
る
と
さ
れ
る
。『
吏
徴
別
録
』（
弘
化
二
年
編
纂
（
１７
））
で
鉄
砲
箪
笥
奉
行
は

「
万
治
三
年
〔
一
六
六
〇
〕
庚
子
十
二
月
廿
五
日
始
置
二

六
員
一

（
１８
）」
と
さ
れ
、
寛
永

九
年
と
は
時
間
差
が
存
在
す
る
。
両
職
が
分
化
す
る
過
程
を
改
め
て
整
理
し
、
そ

こ
か
ら
鉄
砲
玉
薬
組
の
特
徴
を
考
え
て
み
た
い
。

『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
に
は
、『
柳
営
補
任
』（
天
保
〜
安
政
期
編
纂
（
１９
））
に
は
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
近
世
初
期
の
人
物
も
含
む
、
榊
原
小
兵
衛
以
来
の
玉
薬
奉
行
の
一

覧
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
№
１５
「
代
々
玉
薬
奉
行
覚
」）。【
表
三
】
は
『
玉
薬
奉

行
勤
方
』
お
よ
び
『
柳
営
補
任
』
か
ら
作
成
し
た
鉄
砲
玉
薬
奉
行
の
一
覧
で
あ
る
。

こ
こ
に
記
さ
れ
た
人
物
に
つ
い
て
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
を
確
認
す
る
と
近
世
初

期
に
は
「
御
箪
笥
奉
行
」
と
記
さ
れ
る
場
合
も
多
く
、
両
者
は
後
世
に
は
同
一
視

あ
る
い
は
混
同
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

同
時
代
的
な
編
纂
物
と
し
て
『
武
鑑
』
か
ら
関
係
役
職
を
抽
出
し
た
【
表
四
（
２０
）】。

こ
れ
を
確
認
す
る
と
、
明
暦
〜
寛
文
年
間
に
か
け
て
「
御
玉
薬
奉
行
」
ま
た
は

「
御
鉄
砲
小
道
具
衆
」
と
し
て
【
表
三
】
の
人
物
を
含
む
五
〜
六
名
の
役
職
が
見

え
る
（【
表
四
】
Ａ
・
Ｂ
）。
四
組
を
加
え
た
後
の
大
箪
笥
組
で
あ
ろ
う
。

延
宝
年
間
頃
に
な
り
、『
武
鑑
』
で
は
「
御
鉄
砲
小
道
具
衆
」
と
同
じ
人
々
が
、

四
名
の
「
御
先
手
箪
笥
奉
行
」
と
二
名
の
「
御
留
守
居
玉
薬
奉
行
」
と
に
分
け
て

記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（【
表
四
】
Ｃ
）。『
柳
営
補
任
』
で
鉄
砲
玉
薬
奉
行
と
さ

れ
る
人
物
は
両
ポ
ス
ト
に
ま
た
が
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
御
先
手
箪
笥
奉

行
」
の
側
に
記
載
さ
れ
た
人
物
（
２１
）は
い
ず
れ
も
『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
で
は
玉
薬
奉
行

と
さ
れ
て
い
な
い
（【
表
三
】【
表
四
】
で
ア
ミ
カ
ケ
と
し
た
人
物
）。
こ
れ
ら
は

『
柳
営
補
任
』
編
纂
時
の
錯
誤
で
あ
ろ
う
。
一
方
、「
御
留
守
居
玉
薬
奉
行
」
は
い

ず
れ
も
『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
に
記
載
が
あ
り
、
こ
の
職
が
後
の
鉄
砲
玉
薬
奉
行
に

繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
に
か
く
も
こ
の
時
期
に
「
御
先
手
箪
笥
奉
行
」＝

箪

笥
組
、「
御
留
守
居
玉
薬
奉
行
」＝

玉
薬
組
と
し
て
、
両
職
が
区
分
さ
れ
た
と
い

え
る
。

し
か
し
そ
の
後
、
貞
享
年
間
頃
か
ら
は
「
御
留
守
居
玉
薬
奉
行
」
の
う
ち
一
名

が
「
御
先
手
箪
笥
奉
行
」
に
記
載
さ
れ
る
例
が
見
え
、
元
禄
年
間
に
至
る
と
、

『
武
鑑
』
上
で
箪
笥
奉
行
は
「
大
箪
笥
奉
行
」「
小
箪
笥
奉
行
」
へ
再
編
さ
れ
、
玉

薬
奉
行
は
「
大
箪
笥
奉
行
」
へ
吸
収
さ
れ
て
い
る
（【
表
四
】
Ｃ
・
Ｄ
）。

こ
の
再
編
の
意
図
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
玉
薬
組
が
再
度
箪
笥
組
と
一
体
と

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
時
期
に
作
成
さ
れ
た
由
緒
書
は
「
大
箪
笥
玉
薬

組
」
の
名
義
で
【
表
三
】
の
玉
薬
奉
行
で
あ
る
武
嶋
七
郎
兵
衛
・
田
沢
久
左
衛
門

そ
れ
ぞ
れ
の
組
の
組
頭
二
名
の
み
の
連
名
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
田
沢
・
武
嶋
へ

と
提
出
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
大
箪
笥
組
」
の
中
で
も
こ
の
二
組
は
「
玉
薬

組
」
と
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
持
し
、
独
自
の
由
緒
を
主
張
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

そ
の
後
、
正
徳
年
間
の
『
武
鑑
』
で
「
大
箪
笥
奉
行
」「
小
箪
笥
奉
行
」
は

「
鉄
砲
玉
薬
奉
行
」「
鉄
砲
箪
笥
奉
行
」「
弓
矢
鑓
奉
行
」
へ
と
再
編
さ
れ
て
い
る

（【
表
四
】
Ｅ
）。
こ
れ
ら
の
職
は
享
保
九
年
七
月
に
そ
れ
ま
で
不
定
で
あ
っ
た
定

員
を
定
め
ら
れ
（
２２
）、
具
足
奉
行
・
幕
奉
行
と
と
も
に
留
守
居
支
配
と
な
り
幕
末
期
ま

で
こ
の
形
で
存
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
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【表３】鉄砲玉薬奉行一覧 （１／２）
後職

病死
死
‐

病死
御普請奉行
病死
病死

病死

死

死
小普請
喧嘩討果／御
先手［柳］
死

死
死

死
御役被召放
死
御役被召放、
閉門［柳］

病死
御役被召上
［柳］
病死
病死
病死
病死
病死

御本丸御広鋪
番之頭
病死
小普請入
御役被召放小
普請入
小普請入

病死
病死
病死

退任
慶長１６
慶長１９
元和１
寛永４
元和８
寛永３
慶安１
寛永１０‐１０‐２６＊

寛永１３
承応３
万治３‐１２‐２５
明暦３‐１‐１１＊

寛文７‐０６‐０４
延宝７
延宝３‐１０‐０３＊

寛文６‐０６‐２０
寛文７‐０５‐１６＊

延宝５‐１０‐１９＊

寛文８‐３‐１７＊

貞享２‐２‐１６＊

延宝４‐０９
貞享１‐０９‐１８
貞享４‐６‐１４＊

貞享５‐０４
元禄１１‐０８‐０３
元禄８‐４‐１７＊

元禄１１‐０８‐０３

宝永６‐０８‐２１
享保９
宝永７‐０２‐２６

正徳２‐０３
享保２０‐１１‐１７
享保１２‐０１
享保１８
延享１

元文５‐０７‐２７

寛保２‐１０
宝暦５‐０６‐２６
延享３‐１２‐１９

宝暦４‐０６‐２０

宝暦１２‐０８
宝暦６‐０８
明和３‐１２

就任
元亀４
慶長１６
慶長１６
元和１
元和２
元和８
寛永４
寛永４
寛永１０
寛永１３
慶安３
承応３‐１２‐１５＊

万治４
万治４
寛文７‐６‐１８＊

承応３‐１２‐１５＊

寛文６‐０８‐２３
寛文７‐０６‐１８
寛文７‐０６‐１８

寛文８‐０６‐２７

延宝３‐０６‐２１
延宝４‐１０‐２５
貞享２‐０６‐２５
貞享１‐０９‐２９
貞享４‐０７‐０４
延宝７‐０９‐０８
元禄８‐０６‐０１

元禄１１‐０８‐０３
元禄１１‐０８‐０３
宝永６‐０８‐２１

宝永７‐０３‐１５
正徳２‐０４‐２５
享保９‐１０‐１９
享保１２‐閏０１‐１６
享保１８‐０４‐１０

享保２０‐１２‐１９

元文５‐０７‐２１
寛保２‐１１‐０７
延享１‐０９‐０２

延享４‐０２‐０７

宝暦５‐０７‐１６
宝暦４‐０８‐０３
宝暦６‐０９‐０９‐２４

前職
権現様御小姓
鉄砲玉薬組頭
鉄砲玉薬組頭

大御番与頭
御箪笥奉行
御箪笥奉行
御書院番
大御番

新御番

大御番

大御番
大御番
大御番
小十人組頭

新御番
御切手番与頭

新御番［柳］
大御番
新御番

新御番
大御番
大御番
大御番
小十人組頭

新御番

大御番
大御番
御腰物方

御弓鎗奉行

大御番
新御番
払方御納戸

高
４０００石
３００石
２５０石
５００石
７５０石
１２００石
５５０石
５５０石
５００石
３７０石
３００石
４５０石
５００石
５５０石

４００石

３２０石

５００石

７００石
５５０石
５００石

１０００石
７５０石
１２００石

１５００石
５００石
５７０石
５５０石
１００俵１０人扶持
小十人役高３００表
引高ニ而来ル
５００石

３８５石
３５０俵
５００石

２００俵５人扶持
但現米８０石
３００石
３００石
４５０石

別名

善右衛門［柳］

小俣［寛］

服部五兵衛
［柳］

作右衛門［柳］

七右衛門［寛］

又左衛門［柳］

宗六郎［柳］

名
榊原小兵衛
朝夷市平
奥山茂左衛門
門奈助左衛門
夏目長右衛門
朝夷源六郎
夏目杢左衛門
菅沼三五郎
嶋次左衛門
中根喜蔵
榊原兵左衛門
天野勘左衛門
加藤伝兵衛
恒岡新左衛門
森川兵左衛門
曲渕助之丞
山本新五左衛門
伴権右衛門
小保吉左衛門

勝部五兵衛

本多四郎左衛門
小林平助
柘植三之丞
小笠原金兵衛
小笠原彦三郎
恒岡左太夫
宇都野作左衛門

武嶋七郎兵衛
田沢久左衛門
相馬小治郎

長井文左衛門
守能吉兵衛
河内久五郎
石原頼母
佐々半左衛門

服部八郎五郎

岡部惣六
遠山三太夫
高林郷蔵

渡辺源左衛門

天野源兵衛
飯室与兵衛
鈴木九太夫

出典
玉
玉
玉
玉
玉
玉
玉
玉
玉
玉
玉柳
玉
玉柳
玉柳
柳
柳
柳
柳
玉柳

玉柳

柳
柳
玉柳
柳
玉柳
玉柳
玉柳

玉柳
玉柳
玉柳

玉柳
玉柳
玉柳
玉柳
玉柳

玉柳

玉柳
玉柳
玉柳

玉柳

玉柳
玉柳
玉柳
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（２／２）
後職

病死
御勘定吟味

病死
病死

西丸切手御門
番之頭［柳］

小普請入
御役被召放、
閉門［柳］
御役被召放、
閉門［柳］
病死
御天守番之頭
御裏御門切手
番之頭
病死
病死
西丸御膳奉行
西丸切手番之
頭
西丸切手番之
頭
御出丸御広鋪
之頭

御裏門御切手
番之頭

死

焼火之間御番
焼火之間御番

※『玉薬奉行勤方』（№１５「代々玉薬奉行覚」、出典記号「玉」）および東京大学史料編纂所編『大日本近世史料 柳営補任
四』（東京大学出版会、一九六四年、出典記号「柳」）から作成。特記ない限り『玉薬奉行勤方』に従っている。任免日の
「＊」は『寛政重修諸家譜』により補った（出典記号「寛」）。
※本文で述べる通り、近世初期において『柳営補任』のみに記され『玉薬奉行勤方』にない人物（アミカケ）は箪笥奉行との
混同と思われる。

退任
宝暦１３‐０７
明和８‐０３‐２１

明和５‐０８‐３０
明和９‐０５
安永４‐０３‐０８
安永１０‐０３‐０８

寛政１‐１２‐１１
寛政２‐１２‐１３
寛政５‐１２‐０９

寛政５‐１２‐０９

寛政１２‐０６‐１８
文化１‐１２‐２５
文化１‐０３‐２１

文化４‐０５‐２８
文化４‐１１‐０３
文政２‐１２‐２８
文化５‐０４‐２１

文化１０‐０７

文政９‐０７‐１６

文政１２‐１２

天保８‐１２‐２８

天保３‐１１

天保１４‐０１‐２４
天保１４‐０１‐２４

就任
宝暦１２‐０９‐０７
宝暦１３‐０８‐２６

明和４‐０１‐１２
明和５‐０９‐１９
明和８‐０４‐２６
明和９‐０７‐０２

安永４‐０７‐０３
安永１０‐０３‐０９
寛政１‐１２‐２２

寛政２‐１２‐２６

寛政５‐１２‐１４
寛政６‐０２‐０１
寛政１２‐０６‐２８

文化１‐０５‐０２
文化１‐１２‐２５
文化４‐０６‐２４
文化４‐１２‐２４

文化５‐０４‐２７

文化１０‐０７‐２１

文政２‐０２‐０５

文政９‐０７‐１７

文政１２‐１２‐８

天保３‐１１
天保８‐１２‐２８

前職
小十人組頭
大筒役兼帯

西丸御台所頭
御普請方
御箪笥奉行
御代官

大筒役兼帯
御右筆
御奥右筆

大坂御鉄砲奉行

小十人組頭
甲州御代官
奥御右筆

大坂御破損奉行
奥御右筆
小十人格御庭番
御勘定評定所留
役
御作事御大工頭

吹上□奉行

御本丸小十人組
頭
浅姫君様御用人
並

御畳奉行

御勘定
御鳥見

高
１５０石
現 米６０石 但２００
石高ニ而勤候由
２００俵４人扶持
１５０石
１００俵１０人扶持
２００俵３人扶持

現米６０石
２００俵
２００俵

１００俵
７０俵５人扶持
５０俵

２００俵
２００俵
１００俵
５０俵 但席高持来

５０俵 席高引付ニ
而来
３５俵３人扶持 席
高引付ニ而来、外
１６０俵御足高 役
扶持２０人扶持
５０俵 但先役３００俵、
席高引付ニ而来ル
７０俵５人扶持 外
２３０俵御足高 御
役扶持２０人扶持
１５０俵 内３０表３
人扶持本高、１０５
俵足高

別名

藤次郎［柳］

栄之丞［柳］

茂左衛門［柳］

名
酒井半三郎
佐々伝次郎

小林長兵衛
神谷次郎兵衛
佐々新十郎
嶋隼人

佐々木勘三郎
玉置半助
近藤六右衛門

中西弥左衛門

近藤与兵衛
風祭求馬
真崎彦左衛門

加藤久五郎
岡本勘右衛門
古坂与吉
上野八太郎

牧定五郎

明楽佳太夫

宝河金六郎

小林幸八郎

三浦義十郎

滝沢佐太郎
山内助次郎

出典
玉柳
玉柳

玉柳
玉柳
玉柳
玉柳

玉柳
玉柳
玉柳

玉柳

玉柳
玉柳
玉

玉柳
玉柳
玉柳
玉

玉

玉柳

玉

玉柳

玉柳

玉柳
柳
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【
表
４
】『
武
鑑
』
に
お
け
る
関
係
役
職
の
人
名

御
留
守
居
玉
薬（
奉
行
）

柘
植
三
之
丞

柘
植
三
之
丞

中
略

後
略

恒
岡
左
太
夫

宇
部
野
作
右
衛
門

宇
部
野
作
右
衛
門

宇
部
野
作
右
衛
門

武
嶋
七
郎
兵
衛

小
御
箪
笥
奉
行

落
合
五
左
衛
門

落
合
五
左
衛
門

落
合
五
左
衛
門

大
御
箪
笥
奉
行

中
略

小
笠
原
彦
三
郎

小
笠
原
彦
三
郎

中
略

間
宮
惣
左
衛
門

永
井
半
左
衛
門

間
宮
惣
左
衛
門

御
留
守
居
玉
薬（
奉
行
）

勝
部
五
兵
衛

勝
部
五
兵
衛

柘
植
三
之
丞

柘
植
三
之
丞

柘
植
三
之
丞

柘
植
三
之
丞

柘
植
三
之
丞

間
宮
惣
右
衛
門

間
宮
惣
右
衛
門

小
嶋
孫
七

小
嶋
孫
七

小
嶋
孫
七

御
弓
矢
鑓
奉
行

朝
比
奈
孫
三
郎

朝
比
奈
孫
三
郎

後
略

恒
部
新
左
衛
門

恒
部
新
左
衛
門

恒
岡
左
太
夫

恒
岡
左
太
夫

恒
岡
左
太
夫

恒
岡
左
太
夫

恒
岡
左
太
夫

青
木
新
五
右
衛
門

青
木
新
五
右
衛
門

青
木
新
五
右
衛
門

青
木
新
五
右
衛
門

青
木
新
五
右
衛
門

平
井
与
三
右
衛
門

平
井
与
三
右
衛
門

（
御
先
手
）箪
笥
奉
行

玉
虫
太
兵
衛

玉
虫
太
兵
衛

玉
虫
太
兵
衛

玉
虫
太
兵
衛

玉
虫
太
兵
衛

永
井
半
左
衛
門

間
宮
惣
左
衛
門

永
井
半
左
衛
門

大
草
次
郎
右
衛
門

大
草
次
郎
右
衛
門

御
鉄
砲
小
道
具
衆

中
略

伴
権
右
衛
門

佷
権
右
衛
門

青
柳
新
五
右
衛
門

青
柳
新
五
右
衛
門

青
柳
新
五
右
衛
門

小
林
権
太
夫

小
林
権
太
夫

加
藤
八
郎
衛
門

加
藤
八
郎
衛
門

加
藤
八
郎
衛
門

笠
原
平
八

笠
原
平
八

伴
□
右
衛
門

小
林
権
兵
衛

森
川
吉
右
衛
門

榊
原
兵
左
衛
門

小
笠
原
彦
三
郎

小
笠
原
彦
三
郎

小
笠
原
彦
三
郎

大
御
箪
笥
奉
行

－－依
田
彦
左
衛
門

依
田
彦
左
衛
門

依
田
彦
左
衛
門

御
鉄
砲
箪
笥
奉
行

加
藤
求
馬

加
藤
求
馬

御
玉
薬
奉
行

榊
原
兵
左
衛
門

山
本
与
九
郎

小
野
忠
左
衛
門

榊
原
兵
左
衛
門

小
野
忠
左
衛
門

小
野
忠
左
衛
門

吹
田
次
郎
右
衛
門

吹
田
次
郎
左
衛
門

吹
田
次
郎
右
衛
門

－－跡
部
茂
八
郎

跡
部
茂
八
郎

跡
部
茂
左
衛
門

石
川
伝
太
郎

石
川
伝
太
郎

山
本
与
九
郎

中
根
喜
蔵

曲
渕
助
之
進

曲
渕
助
之
進

曲
渕
助
之
進

曲
渕
助
之
進

森
川
吉
左
衛
門

森
川
吉
右
衛
門

小
林
権
太
夫

小
林
権
太
夫

小
林
権
太
夫

小
林
権
太
夫

小
林
権
太
夫

－－平
井
与
三
右
衛
門

平
井
与
三
右
衛
門

平
井
与
三
右
衛
門

石
野
権
八
郎

石
野
権
八
郎

中
根
喜
蔵

加
藤
伝
兵
衛

跡
部
茂
兵
衛

－跡
部
茂
兵
衛

跡
部
茂
兵
衛

伴
権
右
衛
門

伴
権
右
衛
門

森
川
小
兵
衛

森
川
小
兵
衛

森
川
小
兵
衛

森
川
小
兵
衛

森
川
小
兵
衛

依
田
彦
左
衛
門

依
田
彦
左
衛
門

窪
寺
四
郎
左
衛
門

窪
寺
四
郎
左
衛
門

窪
寺
四
郎
左
衛
門

加
藤
八
郎
左
衛
門

加
藤
八
郎
左
衛
門

加
藤
伝
兵
衛

小
林
権
平

加
藤
伝
兵
衛

加
藤
伝
兵
衛

勝
部
五
兵
衛

勝
部
五
兵
衛

小
野
忠
左
衛
門

小
野
忠
左
衛
門

都
筑
二
郎
左
衛
門

吹
田
次
郎
右
衛
門

都
筑
二
郎
左
衛
門

都
筑
二
郎
左
衛
門

都
筑
二
郎
左
衛
門

恒
岡
佐
太
夫

宇
部
野
作
右
衛
門

田
沢
久
右
衛
門

田
沢
久
左
衛
門

田
沢
久
左
衛
門

御
鉄
砲
玉
薬
奉
行

田
沢
久
左
衛
門

田
沢
久
左
衛
門

小
林
権
平

榊
原
兵
左
衛
門

恒
岡
新
左
衛
門

恒
岡
新
左
衛
門

恒
岡
新
左
衛
門

恒
岡
新
左
衛
門

諸
部
茂
兵
衛

諸
部
茂
兵
衛

小
笠
原
金
兵
衛

小
笠
原
金
兵
衛

小
笠
原
金
兵
衛

小
笠
原
金
兵
衛

小
笠
原
金
兵
衛

小
笠
原
彦
三
郎

小
笠
原
彦
三
郎

竹
嶋
七
郎
兵
衛

竹
嶋
七
郎
兵
衛

－守
能
吉
兵
衛

守
能
吉
兵
衛

書
名

知
行
付・役

人
付

江
戸
鑑書
名

紋
尽
江
戸
鑑

増
補
江
戸
鑑

増
補
江
戸
鑑

書
名

江
戸
鑑

江
戸
鑑

太
平
武
鑑
大
全

東
武
江
戸
鑑

太
平
武
鑑

太
平
武
鑑

太
平
武
鑑

書
名

本
朝
武
林
長
鑑

本
朝
武
林
長
鑑

宝
永
武
鑑

武
鑑
宝
永
武
鑑

書
名

賞
延
武
鑑

賞
延
武
鑑

版
元

版
元

松
会

山
形
屋

版
元

経
師
屋

和
泉
屋

萬
屋
須
原
屋

須
原
屋

須
原
屋

版
元

松
会
松
会

須
原
屋

山
口
屋

須
原
屋

版
元

山
口
屋

山
口
屋

発
行
年１６５５
１６５９

発
行
年１６５８
１６５９

１６７２
１６７３

発
行
年１６７３
１６７４

１６８８
１６８９
１６８９

１６９４
１６９４

発
行
年１６９５
１６９６

１７０６
１７０７
１７０７

発
行
年１７１２
１７１３

A明
暦
１

万
治
２

B万
治
１

万
治
２

寛
文
１２

寛
文
１２

C寛
文
１３

延
宝
１

貞
享
５

元
禄
１

元
禄
２

元
禄
６

元
禄
７

D元
禄
７

元
禄
８

宝
永
２

宝
永
３

宝
永
４

E正
徳
２

正
徳
３

※
深
井
雅
海
・
藤
實
久
美
子
編
『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
』
１
～
７
（
東

洋
書
林
、
１９９６～

７
年
）
に
よ
り
作
成
。
人
数
や
役
職
編
制
が
大
き
く
変
わ
ら

な
い
時
期
は
略
記
し
た
。

版
元
の
比
定
、
書
名
は
同
書
に
よ
る
。
承
応
以
前
に
つ
い
て
は
、
掲
載
が
な
い

か
、
情
報
が
不
足
し
て
い
る
。

※
太
字
は
【
表
３
】
で
玉
薬
奉
行
に
挙
げ
た
人
物
。
そ
の
う
ち
、
ア
ミ
カ
ケ
は
実

際
に
は
玉
薬
奉
行
で
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
人
物
。【
表
３
】
注
記
及
び
本

文
を
参
照
。

※
斜
体
は
【
表
３
】
に
挙
げ
た
人
物
と
同
一
と
思
わ
れ
る
が
、
武
鑑
発
行
時
点
で

玉
薬
奉
行
で
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
人
物
。
ま
た
は
そ
の
時
点
で
死
亡
し
て

い
た
人
物
。
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第
二
節

玉
薬
組
の
由
緒
と
技
術

で
は
、
玉
薬
組
が
保
持
し
て
い
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
、
ど
こ
に
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

由
緒
書
へ
目
を
戻
す
と
、「
御
奉
公
申
上
候
覚
」
で
は
「
御
供
」
の
書
上
に
続

け
て
、
家
康
の
「
目
な
し
分
鈍
」
を
預
か
り
、
そ
の
調
合
法
に
従
っ
て
火
薬
の
製

造
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
由
緒
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
由
緒
に
つ
い
て
は
『
玉

薬
奉
行
勤
方
』
に
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
次
は
、
組
の
由
緒
に
関
わ
る
器
物
に
つ

い
て
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
十
一
月
に
老
中
へ
報
告
し
た
内
容
の
覚
書
で
あ
る
。

【
史
料
一
】『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
�
２８
「
覚
（
目
無
し
分
鈍
お
よ
び
鑓
２
筋
御
預
の

由
緒
に
つ
き
）」

覚

一
、
御
鉄
砲
調
合
薬
之
方
目
無
シ
御
分
鈍
大
中
小
三
ツ
、
竹
橋
御
多
門
ニ
御
座
候
、

右
者
寛
永
十
二
乙
亥
年
八
月
於

御
城
御
老
中
土
井
大
炊
頭
殿

上
意
之
趣
被
仰
渡
、
御
直
ニ
組
頭
共
江
御
預
ヶ
被
成
、
御
分
鈍
之
儀
者

権
現
様
御
秘
事
被

為
遊
候
御
大
切
之
御
道
具
ニ
而
御
座
候
得
共
、
御
鉄
砲
玉

薬
組
之
者
儀
天
正
年
中
�
御
忠
節
仕
御
陣
・
御
在
京
之
御
供
申
上
御
奉
公
数

ヶ
度
之
勤
功
之
者
ニ
而
御
普
代
之
者
ニ
御
座
候
得
者
、
御
由
緒
を
以
向
後
組

江
御
預
被
遊
、
是
ニ
而
御
鉄
砲
之
調
合
掛
分
可
仕
旨
難
有

上
意
之
趣
大
炊
頭
殿
被
仰
渡
、
従
是
玉
薬
組
之
者
奉
預
り
竹
橋
御
蔵
納
置
、
御

調
合
之
節
者
御
分
鈍
ニ
而
掛
ヶ
分
仕
候
得
共
、
御
大
切
之
御
道
具
ニ
御
座
候

得
者
、
此
法
ヲ
移
シ
預
之
法
ニ
而
年
々
調
合
仕
候
、
御
分
鈍
明
細
書
を
別
ニ

書
記
有
之
候
、
御
道
具
員
数
帳
ニ
差
添
寛
延
三
午
年
十
一
月
御
老
中
堀
田
相

模
守
殿
江
、
御
留
守
居
戸
田
内
膳
正
殿
御
上
ヶ
被
成
候
（
後
略
）

竹
橋
の
御
蔵
に
保
管
さ
れ
て
い
る
、
火
薬
の
調
合
の
際
に
原
料
の
計
量
に
用
い

る
大
中
小
の
「
目
無
し
分
鈍
」
の
由
緒
に
つ
い
て
、
家
康
か
ら
拝
領
し
た
鑓
の
由

緒
（
後
略
部
分
）
と
と
も
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
目
無
し
分
鈍
」
は
家
康
へ

度
々
供
奉
し
た
譜
代
と
し
て
の
由
緒
に
よ
っ
て
寛
永
一
二
年
（
一
六
三
五
）
に
預

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
寛
永
九
年
に
「
御
供
」
の
役
が
新
規
召
抱
の
箪

笥
組
へ
移
さ
れ
た
直
後
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
〈
火
薬
の
製
造
に
携
わ
る

組
〉
と
し
て
の
由
緒
が
築
か
れ
た
と
い
え
る
。
組
で
は
分
鈍
を
「
御
大
切
之
御
道

具
」
と
み
な
し
て
そ
の
調
合
割
合
を
「
移
シ
」、
年
々
調
合
し
て
き
た
と
い
う
。

な
お
、
具
体
的
な
「
目
無
し
分
鈍
」
の
用
法
に
つ
い
て
も
『
玉
薬
奉
行
勤
方
』

に
記
載
が
あ
り
（
２３
）、「
目
無
シ
秤
」
な
る
竿
秤
に
分
銅
を
掛
け
る
こ
と
で
計
量
を

行
っ
た
よ
う
だ
【
図
二
】。
計
量
す
べ
き
原
料
を
入
れ
る
「
掛
ヶ
桶
」
を
新
調
し

た
際
に
は
秤
に
分
鈍
を
掛
け
る
位
置
の
目
印
を
刻
み
込
む
作
業
が
行
わ
れ
た
よ
う

だ
が
、「
尤
掛
ヶ
改
之
節
者
組
頭
両
人
ニ
而
外
立
合
之
者
者
決
而
無
之
事
」
と
述

べ
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
の
記
載
は
「
御
秘
事
之
法
」
と
記
さ
れ
、
用
法
の
保
秘
に

は
特
に
気
が
配
ら
れ
て
い
た
。

「
御
奉
公
申
上
候
覚
」
で
は
、
続
け
て
家
光
の
命
に
よ
り
承
応
元
年
（
一
六
五

【図２】目無シ秤の用法（『玉薬
奉行勤方』№５５より）
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二
）
に
兵
学
家
北
条
新
蔵
か
ら
「
水
火
縄
の
方
」
の
伝
授
を
受
け
た
こ
と
を
記
し

て
い
る
。
水
火
縄
と
は
加
工
を
施
し
た
、
雨
天
に
も
強
い
火
縄
を
い
う
。
こ
の
よ

う
に
、
火
薬
に
関
わ
る
技
術
の
獲
得
は
、
将
軍
へ
の
「
御
供
」
に
並
ん
で
由
緒
書

に
記
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
徳
川
家
に
由
緒
を
も

つ
技
術
を
保
有
す
る
こ
と
が
、
組
の
由
緒
の
根
幹
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
玉
薬
組
と
箪
笥
組
の
差
異
と
し
て
、
前
者
が
譜
代
席
で
あ
る
一
方
、
後
者

が
一
代
限
り
の
抱
席
で
あ
る
点
も
挙
げ
ら
れ
る
。
玉
薬
組
に
は
、
将
軍
に
由
来
す

る
技
術
を
保
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
世
襲
に
よ
り
そ
れ
を
継
承
す
る
こ
と
も
求
め

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
章

鉄
砲
玉
薬
方
の
機
能

以
上
の
経
緯
で
成
立
し
た
鉄
砲
玉
薬
方
は
、
ど
の
よ
う
な
機
能
を
有
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
役
職
に
即
し
た
「
組
」
の
理
解
の
た
め
、
以
下
で
は
近
世
中
期
以

降
の
鉄
砲
玉
薬
方
が
幕
府
の
機
構
の
内
で
果
た
し
た
役
割
を
検
討
す
る
。

第
一
節

鉄
砲
玉
薬
方
の
施
設

先
に
【
史
料
一
】
で
「
目
無
し
分
鈍
」
が
竹
橋
の
多
門
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
触
れ
た
が
、
鉄
砲
玉
薬
方
の
中
枢
機
能
も
ま
た
江
戸
城
北
丸
・
竹
橋
御
門
近

く
に
所
在
す
る
「
役
所
」
あ
る
い
は
「
番
所
」
に
置
か
れ
て
い
た
。【
表
五
】
は

『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
に
№
１
「
御
預
所
之
御
蔵
御
多
門
間
数
覚
」
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
た
、
鉄
砲
玉
薬
方
の
管
轄
す
る
蔵
等
の
一
覧
で
あ
る
。
竹
橋
付
近
に
多
数
の

蔵
が
集
中
し
て
い
る
ほ
か
、
江
戸
城
内
諸
門
の
渡
櫓
な
ど
に
管
理
す
る
蔵
・
多
門

が
分
布
し
て
い
た
。

竹
橋
役
所
に
次
い
で
中
核
的
な
機
能
を
持
っ
た
の
が
千
駄
ヶ
谷
焔
硝
蔵
お
よ
び

和
泉
新
田
焔
硝
蔵
で
あ
り
、
火
薬
や
そ
の
原
料
等
が
こ
こ
に
分
蔵
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。
№
１
「
御
預
所
之
御
蔵
御
多
門
間
数
覚
」
で
は
和
泉
新
田
焔
硝
蔵
に
所
在

す
る
蔵
の
書
上
に
続
け
て
、
焔
硝
蔵
の
全
体
が
栗
丸
太
矢
来
お
よ
び
一
丈
三
尺
の

土
手
に
よ
っ
て
囲
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
２４
）。
こ
れ
は
火
薬
庫
に
お
け
る

典
型
的
な
設
備
で
あ
る
。
享
保
一
四
年
二
月
の
火
災
に
よ
っ
て
千
駄
ヶ
谷
焔
硝
蔵

に
火
の
手
が
及
ん
だ
際
の
史
料
で
あ
る
№
２９
「
出
火
之
事
（
享
保
一
四
年
出
火
に

つ
き
火
防
出
精
御
褒
美
に
つ
き
）」
で
は
「
惣
御
囲
・
御
門
・
同
御
番
所
并
御
役

所
・
定
番
小
屋
・
御
掃
除
之
者
小
屋
不
残
類
焼
仕
候
」
と
あ
り
、
や
は
り
焔
硝
蔵

【表５】鉄砲玉薬奉行の管理する蔵など

入口２ヶ所
入口５ヶ所

３×９３間（２７９坪）
３×２０間（６０坪）
３×３０間（９０坪）
３×５間（１５坪）
３×２７．５間（８２．５坪）

３×１３間（３９坪）
４×１９間（７６坪）
４×１５間（６０坪）
３×２７間（８１坪）
３×７間（２１坪）

５×１０．５間（５２．５坪）
４×２１間（８４坪）
４×１７間（６８坪）
２．５×１５間（３７．５坪）
３×２０間（６０坪）
３×７．５間（２２．５坪）
３×５間（１５坪）
３×５間（１５坪）
３×７．５間（２２．５坪）
２×５間（１０坪）

竹橋御多門
竹橋南御蔵
同 北御蔵
御番所前竹矢来
西土手下竹矢来
竹橋渡御櫓
続袖多門
紅葉山御宝蔵
田安渡御蔵
桜田渡御蔵
蓮池御多門

横向
雉子橋渡御櫓
半蔵渡御櫓
牛込渡御櫓
四ツ谷御門櫓
南御蔵
北御蔵
壱之御蔵
弐之御蔵
三之御蔵
四之御蔵
五之御蔵

（竹橋）

（江戸城内）

千駄ヶ谷御蔵

和泉御蔵

43



の
周
囲
が
囲
繞
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、
役
所
、
定
番
や
御
掃
除
之
者
（
２５
）の
詰
め
る
小
屋

が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
こ
の
際
焔
硝
蔵
本
体
へ
の
延
焼
は
組

の
者
の
手
に
よ
っ
て
防
が
れ
て
い
る
。

弘
化
二
年
に
鉄
砲
玉
薬
奉
行
は
保
管
す
る
武
器
類
な
ど
を
書
き
上
げ
て
幕
府
に

提
出
し
て
お
り
（
２６
）、
主
な
内
容
を
【
表
六
】
に
摘
記
し
た
。
調
合
薬
（
調
合
さ
れ
た

火
薬
）
の
ほ
か
、
原
料
の
硝
石
・
硫
黄
・
麻
殻
灰
が
多
量
に
書
き
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
火
縄
等
と
あ
わ
せ
両
焔
硝
蔵
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

千
駄
ヶ
谷
焔
硝
蔵
は
現
在
の
神
宮
外
苑
・
国
立
競
技
場
付
近
に
所
在
し
た
。
そ

の
由
来
に
つ
い
て
、『
玉
薬
奉
行
勤
方
（
２７
）』
に
よ
れ
ば
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
に

小
名
川
か
ら
焔
硝
蔵
を
移
転
し
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
江
戸
城
内
鼠
穴

（
吹
上
）
の
焔
硝
蔵
が
千
駄
ヶ
谷
に
移
っ
た
と
あ
る
。
前
章
で
確
認
し
た
経
緯
と

考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
役
職
の
整
備
に
あ
わ
せ
江
戸
城
へ
ほ
ど
近
い
地
域
に
ま
と

ま
っ
た
土
地
を
確
保
し
、
機
能
を
集
約
し
た
と
い
え
そ
う

で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
焔
硝
蔵
は
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九

七
）
に
一
部
を
残
し
（「
元
御
蔵
」
と
呼
称
）
し
飛
田
給

へ
移
り
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
に
は
更
に
駒
ヶ
原

（
駒
場
か
）
に
移
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
「
元
御
蔵
」
に
近

い
真
田
伊
豆
守
屋
鋪
を
上
地
し
て
駒
ヶ
原
か
ら
焔
硝
蔵
を

移
転
、「
新
御
蔵
」
と
な
っ
た
。
以
後
千
駄
ヶ
谷
に
は
新

旧
の
御
蔵
地
が
併
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
享
保
七

年
に
は
和
泉
新
田
焔
硝
蔵
が
現
在
の
明
治
大
学
和
泉
キ
ャ

ン
パ
ス
付
近
に
新
設
さ
れ
て
お
り
（
２８
）、
奉
行
定
員
の
確
定
と

あ
わ
せ
、
享
保
改
革
下
で
火
薬
供
給
体
勢
が
最
終
的
に
整

え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
二
節

鉄
砲
玉
薬
方
の
職
務

（
一
）
諸
組
へ
の
火
薬
供
給

鉄
砲
玉
薬
方
の
最
も
主
要
な
役
割
に
は
、
幕
府
直
属
軍
事
力
で
あ
る
諸
組
へ
の

火
薬
等
供
給
が
あ
っ
た
。
そ
の
様
子
に
つ
い
て
よ
く
分
か
る
記
述
を
次
に
引
用
し

よ
う
。

【
史
料
二
】『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
�
４４
「（
諸
組
へ
調
合
薬
・
鉛
代
御
渡
に
つ
き
）」

※
□
は
虫
損

（
前
略
）

一
、
諸
組
江
玉
薬
渡
方
例
年
三
月
廿
日
ニ
有
之
候
処
、
文
政
十
亥
年
ニ
者
四

【表６】鉄砲玉薬奉行管轄の物資など（摘要）

６９０９挺
２７８挺
御鉄砲 ３０挺ほか
６９１５
５３９１
８３枚
１３
１４８
２６６枚
１組
２１挺
３４４０本
３０５本
２９５５７貫５００目余
１３２０４貫２７０目余
４３貫９９０目
８２５００筋
１９６６６９筋
７８８膳
７５３４貫８００目余
２５２４貫４００目余
５０１０貫４００目余
２３０７９貫８００目余
６９６１貫８００目余
１６１１８貫目余
９１０貫３３０目余

御鉄砲
御石火矢唐銅御筒
蝦夷地御買上筒
口薬入
御鉄砲薬合
御鉄砲袋
皮玉袋
御紋付赤染胴乱
御鉄砲雨皮覆
荻野流御秘事台
外記流摺台
御鉄砲込矢
御鉄砲栓抜・捻抜
調合薬
竿鉛
荒鉛
木綿火縄
樗火縄
鋳型
白塩硝
内 相馬

上塩硝
硫黄
内 鷹之目

鵜之目
麻木灰

鉄砲類

鉄砲付属品

弾薬類

火薬原料
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月
八
日
ニ
渡
方
有
之

但
右
渡
方
延
引
ニ
相
成
候
訳
者
、
二
月
廿
日
一
橋
義
同
殿
〔
治
済
ヵ
〕

薨
去
ニ
付
、
普
請
七
日
鳴
物
者
日
数
十
四
日
停
止
ニ
付
、
右
相
済
公

方
様
御
昇
進
ニ
付
、
定
例
之
外
ニ
公
家
衆
御
参
向
三
月
十
八
日
御
昇

進
被
遊
、
公
家
衆
四
月
二
日
御
発
足
有
之
、
其
上
ニ
而
四
月
八
日
ニ

大
渡
有
之
候
、
尤
鉛
代
金
銀
請
取
之
義
、
御
金
証
文
三
月
□
□
日
御

遣
印
相
済
、
廉
帳
出
役
大
野
雄
左
衛
門
十
八
日
ニ
者
□
□
□
無
之
、

三
月
廿
日
□
御
金
渡
り
有
之
候

御
頭

宝
河
金
六
郎

小
林
幸
八
郎

幸
八
郎
殿
大
渡
御
用
初
而
御
取
扱
ニ
有
之
候

組
頭
���
菅
沼
十
蔵

岩
田
脩
作

亥
年
四
月
五
日
和
泉

脩
作
取
扱

御
蔵
�
御
薬
出
し
有
之
候

諸
組
へ
火
薬
を
例
年
三
月
二
〇
日
に
渡
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
文
政
一
〇
年
は
一

橋
治
済
の
死
去
に
伴
う
鳴
物
停
止
・
徳
川
家
斉
の
太
政
大
臣
就
任
の
関
係
で
四
月

八
日
に
遅
れ
た
と
い
う
。
江
戸
府
内
に
お
け
る
諸
組
の
鉄
砲
稽
古
は
少
な
く
と
も

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
以
降
、
四
月
か
ら
七
月
晦
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
（
２９
）、
こ
れ
に
対
応
し
て
例
年
三
月
二
〇
日
に
「
大
渡
」
と
称
し
諸

組
へ
火
薬
が
引
き
渡
さ
れ
て
い
た
。

諸
組
が
稽
古
で
用
い
る
火
薬
は
基
本
的
に
は
全
て
こ
の
よ
う
に
鉄
砲
玉
薬
方
か

ら
供
給
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
３０
）。『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
№
６
「
玉
薬
渡
方

段
々
替
り
覚
」
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
供
給
は
文
禄
・
慶
長
の
頃
よ
り
行
わ
れ
て

お
り
、
火
薬
お
よ
び
弾
丸
の
材
料
で
あ
る
鉛
を
鉄
砲
玉
薬
方
か
ら
諸
組
へ
支
給
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
鉛
の
供
給
に
つ
い
て
、【
史
料
二
】
で
は
「
鉛
代�

金�

銀�

請
取
」
な
ど

と
あ
る
。
実
は
こ
の
当
時
鉛
の
支
給
は
現
物
で
は
な
く
代
金
を
支
払
う
形
と
な
っ

て
い
た
。「
玉
薬
渡
方
段
々
替
り
覚
」
に
よ
れ
ば
、
理
由
は
不
明
な
が
ら
、
寛
保

元
年
（
一
七
四
一
）
か
ら
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
の
間
、
火
薬
と
鉛
の
両
品
が

【図３】江戸城内鉄砲玉薬奉行管理施設の分布
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「
代
金
渡
」
に
な
っ
て
い
る
。
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
に
火
薬
は
現
物
供
給
に

戻
る
も
の
の
、
鉛
は
以
後
も
代
金
渡
の
ま
ま
と
な
っ
た
。

【
表
六
】
に
よ
れ
ば
幕
末
期
に
は
鉛
も
ま
た
備
蓄
の
内
に
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

し
か
し
近
世
中
期
に
は
こ
の
よ
う
に
、
諸
組
へ
の
弾
薬
供
給
と
い
う
本
来
的
な
職

務
が
金
銀
で
代
替
さ
れ
る
と
い
う
事
態
も
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
火
薬
の
調
合
と
原
料
の
調
達

諸
組
へ
供
給
さ
れ
る
火
薬
は
ど
の
よ
う
に
製
造
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

鉄
砲
玉
薬
方
に
よ
る
火
薬
製
造
に
つ
い
て
は
№
１４
「
御
代
々
調
合
被

仰
付

覚
」
に
簡
潔
な
が
ら
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
【
表
七
】
に
示
す
。
具
体

的
な
記
録
は
綱
吉
の
代
以
降
の
分
が
残
り
、
同
代
に
は
お
よ
そ
二
年
に
一
度
の

ペ
ー
ス
で
火
薬
の
調
合
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
た
だ
同
代
後
半
か
ら

は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。

吉
宗
の
代
に
は
武
芸
奨
励
（
３１
）の
影
響
に
よ
っ
て
か
、
再
び
約
二
年
に
一
度
の
ペ
ー

ス
に
よ
っ
て
二
〇
〇
〇
貫
目
程
度
の
調
合
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
調

合
は
秋
か
ら
翌
年
春
に
か
け
て
、
す
な
わ
ち
鉄
砲
稽
古
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
を
中
心

に
行
わ
れ
た
。
ま
た
調
合
作
業
は
、
享
保
六
・
七
年
の
記
述
に
あ
る
よ
う
に
本
郷

村
（
現
中
野
区
。
鉄
砲
玉
薬
組
給
地
が
存
在
し
た
）・
高
田
村
（
現
豊
島
区
）
な

ど
江
戸
の
近
郊
で
行
う
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
な
お
こ
の
二
年
あ
た
り
二
〇
〇

〇
貫
目
と
い
う
量
は
稽
古
で
の
消
費
分
よ
り
は
多
め
と
思
わ
れ
（
３２
）、
一
定
量
は
貯
蓄

さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

調
合
の
際
に
は
前
述
の
通
り
「
目
無
し
秤
」
が
用
い
ら
れ
た
。
秤
に
は
予
め
組

頭
に
よ
っ
て
「
目
無
し
分
鈍
」
と
釣
り
合
う
位
置
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
原
料
を
入

れ
た
桶
を
掛
け
て
釣
り
合
い
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
計
量
し
た
。
調
合
比
率
に
つ

い
て
は
複
数
の
記
述
が
あ
る
が
、
服
部
平
左
衛
門
が
組
頭
で
あ
っ
た
当
時
の
分
量

と
し
て
記
載
さ
れ
た
も
の
（
３３
）は
硝
石
二
貫
四
二
〇
匁
に
対
し
硫
黄
三
二
〇
匁
、
木
炭

五
一
五
匁
と
あ
り
、
割
合
に
直
し
て
七
四
�
四
一
％：

九
�
八
一
％：

一
五
�
七

八
％
と
な
る
。
現
代
知
ら
れ
て
い
る
一
般
的
な
比
率
と
比
べ
る
と
、
硫
黄
の
分
量

が
や
や
少
な
い
。

こ
の
割
合
は
、
か
つ
て
将
軍
よ
り
授
け
ら
れ
た
秘
伝
と
は
異
な
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
№
２４
に
よ
れ
ば
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
発

生
し
た
火
災
に
際
し
て
「
御
秘
事
御
分
鈍
」
を
改
め
た
と
こ
ろ
、
伝
来
し
て
き
た

重
量
と
相
違
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
い
う
。『
勤
方
』
の
記
述
に
よ
れ
ば

伝
来
の
分
銅
に
よ
る
調
合
比
率
は
「
難
用
」、
結
局
は
伝
来
の
方
法
を
も
と
に
若

干
改
め
る
こ
と
で
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

調
合
さ
れ
た
火
薬
の
品
質
は
、「
建
試
蓋
物
」
に
よ
っ
て
試
験
さ
れ
た
（
３４
）。
こ
れ

は
半
球
状
の
椀
の
よ
う
な
器
具
で
あ
り
、
一
匁
の
火
薬
の
上
へ
被
せ
て
着
火
、
爆

発
で
四
間
〜
五
間
半
ほ
ど
吹
き
飛
ぶ
か
否
か
で
品
質
を
判
定
し
た
よ
う
だ
。
こ
の

蓋
物
は
玉
薬
方
の
保
有
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
鉄
砲
方
田
附
四
郎
兵
衛
の
「
御

秘
事
」
で
も
あ
り
、
蓋
が
不
足
し
た
時
は
奉
行
か
ら
掛
合
の
上
、
田
附
か
ら
受
け

取
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。

な
お
火
薬
の
調
達
は
自
ら
調
合
す
る
形
で
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
原
料
に
つ
い
て

は
商
人
か
ら
の
買
い
上
げ
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
文
化
・
文
政

年
間
に
臨
時
の
火
薬
調
合
を
行
っ
た
際
の
原
料
調
達
に
つ
い
て
ま
と
め
た
部
分
（
３５
）に

よ
れ
ば
、
文
化
四
年
の
ロ
シ
ア
船
蝦
夷
地
襲
撃
に
対
応
し
て
の
蝦
夷
地
御
用
で
は

白
塩
硝
（
硝
石
）
を
「
大
黒
屋
長
八
郎
其
外
野
州
都
賀
郡
板
荷
村
金
左
衛
門
等
」

へ
仰
せ
付
け
た
と
い
い
、
文
政
四
年
に
は
「
信
州
高
井
郡
米
子
村

納
人

源
次

郎
」
よ
り
硫
黄
六
〇
〇
貫
目
を
金
一
両
あ
た
り
五
貫
五
〇
〇
匁
の
価
格
で
購
入
し

て
い
る
。

買
い
上
げ
元
は
前
者
で
は
江
戸
の
商
人
お
よ
び
野
州
の
在
方
商
人
と
思
わ
れ
る
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人
物
、
後
者
は
信
州
の
農
間
商
人
と
思
わ
れ
る
人
物
で

あ
り
、
い
ず
れ
も
在
村
鉄
砲
が
多
い
と
思
わ
れ
る
山
方

の
人
物
を
含
む
点
で
興
味
深
い
が
、
今
回
は
深
く
立
ち

入
ら
な
い
。
後
者
で
は
「
宝
暦
七
丑
年
〔
一
七
五
七
〕

後
初
而
」
の
買
い
上
げ
と
あ
り
、
事
実
で
あ
れ
ば
五
〇

年
振
り
の
買
い
上
げ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
詳
細
な
状

況
は
不
明
で
あ
り
即
断
で
き
な
い
が
、
恐
ら
く
数
百
貫

目
規
模
の
大
き
な
買
い
上
げ
を
在
方
か
ら
行
う
こ
と
は

ご
く
稀
で
あ
り
、
普
段
は
大
黒
屋
長
八
郎
（
後
掲
の

【
史
料
三
】
に
も
小
買
物
御
請
負
人
と
し
て
見
え
る
）

の
よ
う
な
江
戸
の
御
用
達
商
人
を
通
じ
て
必
要
分
を
確

保
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
（
３６
）。
な
お
『
勤
方
』
に
よ
れ

ば
諸
組
へ
の
火
薬
の
支
給
量
は
寛
延
二
年
（
一
七
四

九
）
よ
り
半
減
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た
と
い
い
（
№

６
）、
そ
も
そ
も
の
必
要
量
が
こ
の
時
期
に
は
大
き
く

減
少
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
事
情
を
反
映
し
て
か
『
玉

薬
奉
行
勤
方
』
に
は
こ
の
ほ
か
原
料
調
達
に
つ
い
て
ま

と
ま
っ
た
記
述
は
み
ら
れ
ず
、
ま
た
玉
薬
方
の
内
に
原

料
調
達
を
主
に
行
う
役
職
等
は
確
認
で
き
な
い
。

【表７】鉄砲玉薬方による火薬調合の記述（『勤方』№１４より）

此御代御軍用繁多御座候ニ付、年々無懈怠被 仰付申伝有之候得共、貫目聢与相知
レ不申

此御代右同就中慶長１９（１６１４）大坂御陣前後御薬夥被 仰付候由申伝候得共、貫目
者聢与相知レ不申候

此御代年々被仰付候得共、貫目聢与相知レ不申候

此御代延宝８庚申年（１６７８）・同９辛酉年・天和２壬戌年（１６８２）・貞享元甲子年
（１６８４）・同３丙寅年調合被 仰付候得共、貫目聢与相知レ不申候

此御代正徳年中被 仰付候内御不予之上 御他界ニ付延引被 仰付候

此御代２０００貫目調合被仰付候、正徳４甲午年（１７１４）也

此御代享保４亥年（１７１９）２０００貫目被 仰付候

此御代享保６丑年・同７寅年２ヶ年被 仰付、１ヶ年者２０００貫目本郷村ニ而、１ヶ
年ハ高田村ニ而３０００貫目、都合５０００貫目出来

享保１０申年５００貫目被仰付

享保１９寅年２０００貫目被 仰付１１月�翌卯年５月出来

元文元辰年（１７３６）２０００貫目被 仰付、従是隔年被仰付、８月�翌３月迄懸ル

元文３午年２０００貫目被 仰付、１２月�翌５月迄懸ル

元文５申年２０００貫目被 仰付候
但寛保元年酉年不被 仰付候

寛保２戌年（１７４２）２０００貫目被 仰付候

寛保３亥年２０００貫目被 仰付候

延享元子年（１７４４）２０００貫目被 仰付、従是５ヶ年相続被 仰付候、但辰年迄５ヶ
年１万貫目相済候以後、今未年迄２０００貫目ツゝ年々被仰付候、但丑年御代替り
但、宝暦１１巳年（１７６２）迄２０００貫目ツゝ毎年被 仰付、此内宝暦３酉年１ヶ年抜ル

権現様〔家康〕御代

台徳院様〔秀忠〕御代

大猷院様〔家光〕・厳
有院様〔家綱〕御代

常憲院様〔綱吉〕御代

文照院様〔文昭院ヵ、
家宣〕御代

有童院様〔有章院ヵ、
家継〕御代

大御所様〔吉宗〕御代
～
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（
三
）
銃
砲
の
整
備
・
調
達

さ
て
、【
表
六
】
の
武
器
類
書
上
か
ら
は
火
薬
お
よ
び
原
料
の
ほ
か
、
鉄
砲
七

〇
〇
〇
挺
弱
を
は
じ
め
と
し
た
鉄
砲
類
に
加
え
、
そ
の
付
属
品
も
ま
た
鉄
砲
玉
薬

方
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
時
に
書
上
を
提
出
し
た
鉄
砲
箪
笥
奉

行
の
管
理
下
に
あ
る
鉄
砲
は
五
〇
〇
〇
挺
余
り
で
あ
り
（
３７
）、
近
世
後
期
に
も
両
者
に

職
掌
の
重
複
す
る
分
野
が
存
在
し
て
い
た
。

鉄
砲
玉
薬
方
は
江
戸
の
鉄
砲
師
た
ち
を
支
配
下
に
置
い
て
い
た
。
そ
の
一
人
で

あ
る
胝
惣
八
郎
は
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
提
出
し
た
由
緒
書
（
３８
）に
お
い
て
、
近

年
の
奉
公
内
容
と
し
て
「
御
櫓
御
多
門
ニ
有
之
候
御
鉄
砲
磨
之
儀
、
番
子
召
連
相

努
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
鉄
砲
が
江
戸
城
内
の
櫓
や
多
門
（
つ
ま
り
【
表
五
】
に

お
け
る
江
戸
城
内
の
蔵
）
に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
ら
鉄
砲
師
が
配

下
の
番
子
と
と
も
に
そ
の
整
備
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

【
表
八
】
は
、
安
政
三
年
に
幕
府
が
幕
臣
の
所
持
屋
敷
を
取
り
調
べ
た
『
諸
向

地
面
取
調
書
（
３９
）』
か
ら
、
鉄
砲
玉
薬
奉
行

が
支
配
す
る
御
用
職
人
を
抽
出
し
た
も

の
で
あ
る
。
鉄
砲
本
体
を
製
作
す
る
鉄

砲
師
に
加
え
、
台
木
や
付
属
品
を
製
作

す
る
鉄
砲
台
師
な
ど
、
多
様
な
職
人
が

支
配
下
に
あ
っ
た
。

実
際
に
、
整
備
の
み
な
ら
ず
鉄
砲
玉

薬
奉
行
の
指
揮
下
で
彼
ら
に
よ
り
鉄
砲

が
実
作
さ
れ
て
お
り
、『
玉
薬
奉
行
勤

方
』
№
４２
に
は
将
軍
の
子
の
出
生
に
際

し
て
尾
張
・
紀
州
家
か
ら
献
上
さ
れ
る

献
上
御
筒
を
、
二
回
に
わ
た
り
国
友
鍛
冶
に
代
わ
っ
て
製
作
し
た
こ
と
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
鉄
砲
玉
薬
奉
行
は
、
近
江
国
友
の
鉄
砲
鍛
冶
集
団
も
そ
の
支
配
に
入
れ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
４０
）。
鉄
砲
玉
薬
奉
行
か
ら
国
友
鍛
冶
へ
は
、「
定
式
鉄

砲
」
と
し
て
定
期
的
に
鉄
砲
の
注
文
も
な
さ
れ
て
い
た
（
４１
）。

以
上
の
よ
う
に
、
鉄
砲
玉
薬
奉
行
の
職
掌
は
火
薬
の
製
造
・
供
給
の
み
な
ら
ず
、

銃
砲
の
整
備
・
調
達
ま
で
も
含
む
広
汎
な
も
の
で
あ
っ
た
。
分
離
さ
れ
た
は
ず
の

鉄
砲
箪
笥
奉
行
と
の
関
係
や
、
諸
職
人
の
支
配
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
本
稿
の
検

討
範
囲
か
ら
外
れ
る
た
め
別
の
機
会
に
考
え
た
い
が
、
ま
さ
に
本
職
が
幕
府
番
方

の
軍
事
力
の
基
盤
を
全
般
的
に
支
え
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
節

鉄
砲
玉
薬
方
の
役
職
構
造

次
に
示
す
【
史
料
三
】
は
№
１４
「
御
代
々
調
合
被

仰
付
覚
」
の
後
年
の
加
筆

部
分
で
あ
る
。
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
「
余
時
」
つ
ま
り
臨
時
に
支
給
す
る

調
合
薬
が
年
々
多
く
な
り
「
御
貯
」
が
手
薄
に
な
っ
た
た
め
臨
時
に
二
〇
〇
〇
貫

目
を
調
合
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
臨
時
調
合
は
先
述
の
蝦
夷
地

御
用
も
含
め
文
化
・
文
政
期
に
数
度
が
記
録
さ
れ
、
そ
の
都
度
一
〜
二
〇
〇
〇
貫

目
程
度
が
調
合
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
三
】『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
�
１４
「
御
代
々
調
合
被

仰
付
覚
」

（
前
略
）

一
、

（
後
筆
）

「
文
政
九
亥
年
弐
千
貫
目
餘
時
御
調
合
被

仰
付
、
同
十
月
�
取
掛
り
翌
十

亥
年
九
月
皆
出
来

但
御
調
合
薬
年
々
餘
時
御
渡
方
多
相
成
、
御
貯
之
内
御
遣
方
ニ
相
成
、
御

【表８】鉄砲玉薬奉行支配の職人（安政３年）

名

松屋鍗之丞

胝市十郎

大塚善之助

櫟木鼎次郎

渡邉宗光

松屋道太郎

渡邉主水

肩書

御鉄砲師

御鉄砲師

御鉄砲台師

御石火矢師

御石火矢師

住所

鉄砲町

亀井町

小石川上富坂町

小日向水道町

小石川上富坂町
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手
薄
ニ
相
成
候
ニ
付
、
此
節
御
頭
宝
河
金
六
郎
殿
・
小
林
幸
八
郎
殿
御
勤

役
中
ニ
有
之
、
御
伺
等
相
済
、
定
式
之
通
御
扶
持
方
も
被
下
候

組
頭

菅
沼
十
蔵

岩
田
脩
作

御
蔵
役

野
村
九
兵
衛

大
野
雄
左
衛
門

濱
田
七
郎
左
衛
門

矢
部
専
次
郎

御
鍵
役

山
野
三
郎
兵
衛

服
部
平
左
衛
門

根
本
茂
左
衛
門

大
矢
善
之
丞

千
駄
ヶ
谷

小
川
鉄
蔵

御
蔵
定
番

舩
場
幸
吉

高
須
力
之
丞

右
之
者
勤
役
中
ニ
而
御
調
合
御
用
相
勤
申
候

人
足
定
御
請
負
人

伊
勢
屋勝

之
丞

小
買
物
御
請
負
人

大
黒
屋長

八
郎

右
之
者
定
式
之
通
御
請
負
仕
候

」

と
こ
ろ
で
、
こ
の
史
料
に
は
臨
時
調
合
に
あ
た
っ
た
と
思
わ
れ
る
、
組
頭
以
下

の
人
名
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
人
名
は
請
負
人
を
除
い
て
は
全
て
鉄
砲
玉
薬

組
同
心
で
あ
り
、「
御
蔵
役
」「
御
鍵
役
」「
千
駄
ヶ
谷
御
蔵
定
番
」
と
い
っ
た
役

職
が
、
鉄
砲
玉
薬
方
の
内
部
に
設
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。『
玉
薬
奉
行
勤
方
』

か
ら
は
、
こ
れ
以
外
に
「
和
泉
御
蔵
定
番
」「
竹
橋
御
番
方
」
と
い
っ
た
役
職
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
定
員
に
つ
い
て
は
、【
史
料
三
】
に
記
さ

れ
る
よ
う
に
、
御
蔵
役
・
御
鍵
役
は
各
四
名
、
千
駄
ヶ
谷
御
蔵
定
番
・
和
泉
御
蔵

定
番
は
各
三
名
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

本
来
な
ら
ば
こ
こ
で
各
役
職
の
職
務
内
容
を
詳
述
す
べ
き
で
あ
る
が
、
残
念
な

が
ら
組
の
者
に
と
っ
て
は
自
明
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
、『
玉
薬
奉
行
勤
方
』

に
は
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
先
述
の
よ
う
に
千
駄
ヶ
谷
焔
硝
蔵
に
定
番
小
屋

が
存
在
し
た
こ
と
か
ら
「
○
○
御
定
番
」「
○
○
番
方
」
は
そ
れ
ぞ
れ
蔵
の
番
に

あ
た
る
役
職
で
あ
ろ
う
。
和
泉
新
田
焔
硝
蔵
の
地
元
に
伝
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、

同
心
三
人
が
警
護
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
一
名
は
年
番
で
地
内
に
居
住
し
、

「
常
番
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
（
４２
）。
ま
た
、
推
測
す
る
な
ら
ば
、
御
蔵
役
・
御

鍵
役
は
蔵
の
中
身
―
―
火
薬
等
の
管
理
を
職
務
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。職

務
内
容
に
不
明
な
部
分
が
多
い
一
方
で
、『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
の
大
部
分
を

占
め
る
任
免
記
録
に
は
、
各
役
職
へ
の
補
職
時
期
の
記
録
が
含
ま
れ
て
い
る
。
続

け
て
、
そ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
る
昇
任
順
序
を
踏
ま
え
、
組
内
の
人
的
秩
序
の
検

討
を
試
み
る
。
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第
三
章

鉄
砲
玉
薬
方
の
御
家
人
任
用
と
同
心
た
ち

第
一
節

鉄
砲
玉
薬
方
内
部
の
役
職
秩
序

（
一
）『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
の
任
免
記
録

『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
の
ほ
と
ん
ど
は
、
御
家
人
の
任
免
お
よ
び
同
心
の
内
部
役

職
へ
の
補
職
の
記
録
か
ら
成
る
。
そ
の
他
の
内
容
の
大
半
も
、
同
心
の
家
督
・
跡

式
の
手
続
や
先
例
な
ど
で
あ
り
、
記
録
し
た
服
部
平
左
衛
門
の
関
心
が
、
組
同
心

と
し
て
の
地
位
を
子
孫
へ
継
承
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
複
数
部

分
に
分
け
ら
れ
て
記
録
さ
れ
た
同
心
の
任
免
書
上
は
、
若
干
の
時
期
・
内
容
の
重

複
を
含
み
な
が
ら
、
次
の
情
報
を
記
録
し
て
い
る
。

�
同
心
の
任
免
…
…
任
免
の
時
期
と
前
職
・
後
職
。
場
合
に
よ
っ
て
は
禄
高
が
付

記
さ
れ
る
。

�
同
心
の
内
部
役
職
就
任
…
…
時
期
と
、
現
職
と
新
職
名
が
併
記
さ
れ
る
。

�
鉄
砲
玉
薬
奉
行
・
留
守
居
の
任
免
…
…
同
心
と
同
様
の
形
式
で
、
鉄
砲
玉
薬
奉

行
お
よ
び
玉
薬
懸
留
守
居
（
留
守
居
の
う
ち
、
鉄
砲
玉
薬
方
を
担
当
す
る
者
）

が
記
録
さ
れ
る
。

記
載
例
は
、【
史
料
四
】
の
通
り
で
あ
る
。

【
史
料
四
】『
玉
薬
奉
行
勤
方
』

（
�
の
例
﹇【
表
１
】
№
１２
よ
り
﹈）

奥
田
主
馬
組

三
拾
弐
石
九
斗
壱
合

小
嶋
貞
次
郎

六
勺
壱
才
弐
人
扶
持

養
父
鍋
五
郎
養
子
、
文
化
十
四
丑
年
八
月
五
日
小
普
請
入

右
同
人
組

三
拾
俵
弐
人
扶
持

高
須
力
之
丞

右
文
政
三
辰
年
九
月
三
日
和
泉
定
番
被
申
渡
候
、
同
七
申
年
十
月
十
七
日

千
駄
ヶ
ヤ
定
番
被
申
渡

酒
井
多
宮
組

三
拾
石
弐
人
扶
持

丹
下
六
太
郎

内
拾
俵
御
蔵
米

是
者
丹
下
彦
四
郎
倅
、
文
政
五
午
年
正
月
廿
六
日
小
普
請
願
之
通
被
仰
付

候
右
三
人
文
化
十
一
戌
年
八
月
四
日
小
普
請
組
�
御
入
人
被

仰
付
候

（
略
）

三
拾
俵
弐
人
扶
持

濱
田
七
郎
左
衛
門

右
寛
政
三
亥
年
七
月
六
日
養
父
家
督
直
玉
薬
組
被

仰
付
候

（
�
の
例
﹇【
表
１
】
№
３５
よ
り
﹈）

御
鍵
役
�

御
蔵
役
江

大
野
雄
左
衛
門

竹
橋
御
番
方

兼
御
鍵
役
江

服
部
平
左
衛
門

右
文
化
十
四
丑
年
七
月
廿
三
日
古
坂
与
吉
殿
宅
ニ
而
被
申
渡
候
、
文
政
二
卯

年
正
月
十
一
日
御
番
除
ニ
成
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�
の
例
と
し
て
示
し
た
部
分
で
は
、
ま
ず
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
八
月
四

日
に
同
時
に
入
人
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
三
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
各
人
名
に
は

前
職
（
こ
こ
で
は
全
員
小
普
請
組
）
と
高
が
記
さ
れ
、
名
前
の
左
に
は
内
部
役
職

い
れ
び
と

や
、
転
免
時
期
が
付
記
さ
れ
る
（
恐
ら
く
後
筆
）。
書
上
の
表
題
で
は
「
入
人
」

と
称
す
る
が
、
同
心
の
嫡
子
が
跡
式
を
継
ぐ
場
合
も
並
べ
て
記
録
さ
れ
て
お
り
、

家
督
を
継
い
で
玉
薬
組
へ
入
る
場
合
に
は
濱
田
七
郎
左
衛
門
の
例
の
よ
う
に
「
養

父
家
督
直
玉
薬
組
被

仰
付
候
」
な
ど
と
記
さ
れ
る
。

�
の
例
と
し
て
示
し
た
部
分
で
は
、
文
化
一
四
年
七
月
二
三
日
に
御
鍵
役
・
大

野
雄
左
衛
門
が
御
蔵
役
へ
、
竹
橋
御
番
方
・
服
部
平
左
衛
門
が
御
鍵
役
（
兼
任
）

へ
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
服
部
は
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
竹
橋
御
番
方
か
ら

「
御
番
除
」
と
な
り
御
鍵
役
の
み
の
勤
務
と
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
服
部
平
左
衛
門
が
在
職
中
に
組
へ
の
就
任
・
退

任
や
内
部
役
職
へ
の
就
任
を
把
握
す
る
ご
と
に
順
次
書
き
上
げ
て
い
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
退
任
時
期
が
記
さ
れ
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
就
任
時
期
を
記
さ
ず
退

任
の
み
を
記
録
す
る
場
合
も
あ
り
（
４３
）、
情
報
に
粗
密
は
あ
る
も
の
の
、
一
定
以
上
の

期
間
に
わ
た
る
人
員
異
動
の
記
録
と
し
て
興
味
深
い
。

（
二
）
鉄
砲
玉
薬
方
に
お
け
る
任
用
秩
序

複
数
に
分
か
れ
て
記
録
さ
れ
た
任
免
書
上
と
、
関
連
す
る
『
玉
薬
奉
行
勤
方
』

の
記
事
を
総
合
し
、
�
の
情
報
を
【
表
九
】、
�
（
の
う
ち
主
要
な
も
の
）
を

【
表
十
】
と
し
て
ま
と
め
た
。
二
つ
の
情
報
を
あ
わ
せ
る
こ
と
で
、
就
任
か
ら
退

任
ま
で
の
役
職
履
歴
を
順
に
追
跡
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

ま
ず
前
提
と
し
て
、
同
心
が
補
さ
れ
る
内
部
役
職
の
う
ち
、
組
頭
と
そ
れ
以
外

に
は
格
式
の
面
で
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
組
頭
は
申
渡
を
江
戸
城

内
焼
火
之
間
で
留
守
居
よ
り
受
け
る
が
、
例
え
ば
御
蔵
役
・
御
鍵
役
な
ど
に
つ
い

て
は
【
史
料
四
】
�
の
例
の
よ
う
に
、
鉄
砲
玉
薬
奉
行
宅
に
て
奉
行
か
ら
申
渡
を

受
け
て
い
る
。
こ
れ
は
組
頭
と
異
な
り
そ
の
他
の
役
職
が
組
内
限
り
の
も
の
で
あ

る
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、【
表
九
】
に
は
内
部
役
職
の
情
報
を
組
み
入
れ
て
い
る
が
、
一
見
し
て

わ
か
る
よ
う
に
最
も
多
い
の
は
何
の
役
職
に
も
就
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
な
い

人
々
で
あ
る
。
次
い
で
多
い
の
は
「
竹
橋
御
番
方
」「
御
番
方
（
４４
）」
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
両
者
は
同
じ
役
職
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
以
後
「
竹
橋
御
番
方
」
と
一
括
す

る
。「
竹
橋
御
鉄
砲
蔵
御
番
方
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
竹
橋
の
鉄
砲
蔵
の

番
を
行
う
役
職
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
多
数
に
わ
た
る
た
め
【
表
十
】
で
は
竹
橋

御
番
方
の
み
へ
の
就
任
者
を
省
い
て
い
る
。

こ
の
竹
橋
御
番
方
へ
の
補
職
時
期
を
確
認
す
る
と
、
そ
の
大
半
は
玉
薬
組
同
心

へ
の
就
任
と
同
時
に
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
無
表
記
の
者
も
含
め
て
、

基
本
的
に
は
全
て
の
同
心
が
最
初
に
配
属
さ
れ
る
役
職
で
あ
る
と
い
え
る
。
就
任

時
期
と
ず
れ
て
い
る
大
矢
善
之
丞
・
加
留
政
六
・
小
崎
仁
右
衛
門
は
病
気
等
に

よ
っ
て
小
普
請
組
か
ら
の
「
引
渡
」
が
遅
延
し
た
も
の
だ
が
、
引
き
渡
さ
れ
る
と

即
日
竹
橋
御
番
方
に
申
し
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
こ
と
は
裏
付
け

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
竹
橋
御
番
方
と
は
別
に
、「
竹
橋
御
番
方
世
話
役
」

も
見
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
竹
橋
御
番
方
の
取
り
ま
と
め
役
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

【
表
十
】
で
は
、
竹
橋
御
番
方
・
同
世
話
役
以
外
へ
就
任
し
た
者
の
う
ち
、

デ
ー
タ
が
比
較
的
揃
っ
て
い
る
者
を
抽
出
し
、
各
内
部
役
職
へ
の
補
職
時
期
を
ま

と
め
た
。
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
補
職
時
期
は
左
か
ら
右
へ
新

し
く
な
っ
て
ゆ
く
。
つ
ま
り
、
竹
橋
御
番
方
↓
世
話
役
↓
和
泉
御
蔵
定
番
↓
千
駄

ヶ
谷
御
蔵
定
番
↓
御
鍵
役
↓
御
蔵
役
↓
組
頭
、
と
い
う
昇
任
順
序
が
存
在
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
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【表９】鉄砲玉薬組同心の任免記録 （１／６）

相続

×
×
×
×

×

×
×

×

×

×

×
×
×

×

×

○

×
×
×
×

○

×

×

×
×
×
×

×

○

×

×

×

×

×

○

×
×

×

×
×

×

備考

倅鍵左衛門父
如時
跡目小普請入
跡目小普請入

跡目小普請入

天明２‐１１養子
弥十郎へ家督

父次郎右衛門
養子

寛政３年７月倅
七郎左衛門へ
家督

倅五左衛門跡
式直跡勤、寛
政１１‐１２小 普
請入
父高橋弥五左
衛門跡式直勤

跡目小普請入

倅江跡式被下
置直玉薬組相
勤

父跡式倅米助
直玉薬組相勤、
直和泉定番

年数

２．１

０．８

４．３

１２．４

３．３

１４．２
１．３
２．０

７．５

１．６

６．５

８．７
１１．５
３．５
３．５

７．２

４．４

３．５

７．８

８．５

３．５

４．２

４．７

１．９

６．３

後職

小普請入
‐

小普請入

死
‐

小普請入

小普請入

小普請入
小普請入
‐

御台所人

小普請入

小普請入

小普請入
小普請入
小普請入
小普請入

‐

小普請入

小普請入

病死

‐

小普請入

‐

‐
小普請入
御代官榊
原小兵衛
手代
小普請入
小普請入

小普請入

退任

宝暦３年２月
‐
宝暦３‐０６
‐

宝暦８‐０３
‐

明和４‐０４

宝暦９‐０７

安永３‐０２
安永５‐０９
安永６‐０６

天明３

安永８‐１０

天明４‐０８

天明８‐１２
寛政３‐１０
天明３‐１０
天明３‐１０

寛政３‐０７

‐

‐

‐
‐
‐
‐

‐

寛政１１‐１２

寛政５‐１１

‐

寛政４‐１２

寛政９‐０５

寛政１０‐０１

寛政５

‐
寛政５‐０９

寛政６‐０３

寛政３‐０５
‐
寛政１０‐０１‐
２９

就任

寛延３‐１１
寛延３‐１１
宝暦２‐０８
宝暦３‐０５

宝暦３‐１２

宝暦３‐１２
宝暦３‐１２

宝暦３‐１２

宝暦４‐１１

宝暦６‐０３

宝暦９‐１２
安永４‐０６
安永４‐０６

安永４‐０６

安永７‐０３

安永７‐０３

安永９‐０４
安永９‐０４
安永９‐０４
安永９‐０４

天明４‐０４

天明４‐０４

天明４‐０４

天明４‐０４
天明４‐０４
天明４‐０４
天明４‐０４

寛政１‐０７

寛政１‐０７

寛政１‐０７

寛政１‐０７

寛政１‐０７

寛政１‐０７

寛政１‐０７

寛政５
寛政１‐０７

寛政１‐０７

寛政１‐０７
寛政１‐０７

寛政３‐１０‐０５

前職

‐
戸田近江守組
戸田近江守組
河野組

曽根玄蕃組

太田美濃守組
曽根玄蕃組
諏訪七左衛門
組

‐

‐

‐
‐
‐

‐

‐

‐

‐
‐
‐
‐

小普請組永井
監物組

小普請組長谷
川利十郎組
小普請組長谷
川利十郎組
能勢帯刀組
能勢帯刀組
中防錦蔵組
天野山城守組

酒井因幡守組

小普請組金田
近江守組
小普請組金田
近江守組
小普請組金田
近江守組

小普請高木筑
後守組

小普請高木筑
後守組

勝田安芸守組

勝田安芸守組

勝田安芸守組

松平但馬守組
松平但馬守組

（小普請組）

ほか

是者病気
不出

内１７俵７升
７合５勺
御蔵米

引渡無之

引渡無之

n人
扶持
２
３
３
２

２

３
４

２

２

２
２
２

２

２

２

３
３
３
２

２

２

２

３

２

２

２

２

２

２

２

２

俵

２５
３０
３０

３０

３０

３０

３０

３０
３０
２５

２０

３０

３０
３０
３０

３０

３０

２０

３０

３０

３０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

石

１０．５

１５

４０．５１５８

８．４

内部役職

千駄ヶ谷定番

竹橋番方、鍵
役

和泉定番

改名名前

高橋儀之助
村上万三郎
太田粂之助
浅井官蔵
葵生川五太
夫
市川源五郎
高麗庄次郎

高麗次郎吉

日下部次郎
右衛門
大竹政右衛
門
小川長次郎
中山弥太郎
江上源之助

藤田助五郎

芦沢忠左衛
門
日下部新三
郎
山田市之丞
竹田亀次郎
山内与三八
遠藤庄太郎

濱田百助

石井勝之助

宮本文次郎

東浦九十郎
鈴木金次郎
高橋藤五郎
依田清七郎

高橋弥五左
衛門

高橋五左衛
門

桑原庄之助

高柳弥市郎

井田彦三郎

大野四郎左
衛門

見置勝蔵

中沢杢之助

中沢米助
兼子又八郎

内田岩五郎

新源次郎
平嶋金十郎

津原熊太郎

初出

［１２］
［１２］
［１２］
［１２］

［１２］

［１２］
［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］
［１２］
［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］
［１２］
［１２］
［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］
［１２］
［１２］
［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］
［１２］

［１２］

［１２］
［１２］

［１２］

№

１
２
３
４

５

６
７

８

９

１０

１１
１２
１３

１４

１５

１６

１７
１８
１９
２０

２１

２２

２３

２４
２５
２６
２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６
３７

３８

３９
４０

４１
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（２／６）

相続

×

○

×

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×
×

×

○

×

備考

養子金十郎

源之助倅二代
目

右小川長次郎
倅且吉次郎養
子惣領小川鉄
蔵と申候

※原文「文政２
辰」

倅跡勤

倅亀山喜作へ
家督、父如時
役勤

倅大野久七父
如時直玉薬組
相勤

年数

３１．５

１７．９

３８．９

２８．４

８．０

１８．４

１１．１

０．８

１３．８

４．６

３．３

５．３

後職

隠居

小普請入

小普請入

‐

小普請入

小普請入

御代官川
崎平右衛
門手附
小普請入

小普請入

小普請入

小普請入

小普請入

小普請入

小普請入

小普請入

小普請入

小普請入

小普請入

小普請入

小普請入

‐

‐

小普請入

小普請入

‐

小普請入

小普請入

‐

‐
‐

‐

‐

小普請入

退任

文政６‐０４‐０８

文化６‐０９

‐

‐

文政１３‐０８‐
２１

文政３‐０２‐２５

享和２‐０８

‐

文化１０

文化２‐閏０８

‐

‐

‐

寛政１１‐０５

‐

‐

‐

‐

文化１１‐０２‐
２２
‐

‐

‐

‐

‐

‐

文化３‐１２

文化２‐閏０８

‐

‐
‐

‐

‐

文政２‐０１‐１１

就任

寛政３‐１０‐０５

寛政３‐１０‐０５

寛政３‐１０‐０５

寛政３‐１０‐０５

寛政３‐１０‐０５

寛政３‐１０‐０５

寛政６‐０８

寛政６‐０８

寛政６‐０８

寛政６‐０８

寛政６‐０８

寛政１０‐０６‐
２８
寛政１０‐０６‐
２８
寛政１０‐０６‐
２８
寛政１０‐０６‐
２８
寛政１０‐０６‐
２８
寛政１０‐０６‐
２８

寛政１２‐閏０４

寛政１２‐閏０４

寛政１２‐閏０４

寛政１２‐閏０４

享和２‐０５

享和２‐０５

享和２‐０５

享和２‐０５

享和２‐０５

享和２‐０５

文化１‐１１‐０８

文化１‐１１‐０８
文化１‐１１‐０８

文化１‐１１‐０８

文化１０‐１０‐
０９

文化１０‐１０‐
０８

前職

内藤甲斐守組

坪内式部組

（小普請組）

（小普請組）

石河壱岐守組

浅野隼人組

（小普請組）

（小普請組）

（小普請組）

（小普請組）

（小普請組）

（小普請組）

仙石弥兵衛組

（小普請組）

（小普請組）

秋元隼人組

秋元隼人組

渡辺平十郎組

堀田主膳組

宝賀壱岐守組

森川織部組

西丸御裏御門
番之頭甲斐庄
武助組同心
小普請組仙石
弥兵衛組
宝賀壱岐守組

舩越駿河守組

小笠原若狭守
組
本多兵庫組
小笠原若狭守
組
長野淡路守組
長野淡路守組

柴田七九郎組

奥田主馬組

堀田主膳組

ほか

内５０俵１斗
７升５合 現
米

内１７俵６升
７合５勺 御
蔵米
内１５俵１斗
７升５合 御
蔵米
内１４俵１斗
７升５合 御
蔵米

引渡無之

引渡無之

内１５俵１斗
８升２合 御
蔵米

n人
扶持

２

２

２

２

２

３

２

３

２

２

２

２

２

俵

３０

２５

３０

３０

３０

３０

３０

石

３７．８９４６１

８．４

２６．９３４９２

４２．３７３８５

４３．３３３８５

３２．９０１６１

内部役職

鍵役、蔵役

和泉定番

蔵役、吟味役、
組頭

和泉定番、蔵
役

番方、鍵役、蔵
役

番方、鍵役

和泉定番、竹
橋番方

竹橋番方世話
役、鍵役

和泉定番、千
駄ヶ谷定番

番方世話役

改名

忠助、太
郎左衛門

周作、脩
作

又左衛門

小左衛門

次郎右衛門

武平太

吉右衛門

名前

原川太郎吉

江上粂次郎

松角九十郎

小川吉次郎

岩田亀五郎

柴田登三郎

小高吉太郎

大塚源蔵

佐藤八右衛
門

手嶋亀次郎

鈴木定八郎

渡辺惣太郎

高野作右衛
門

松園治助

依田造酒之
助

成田万蔵

小林新吉

平川次郎四
郎

太田廣吉

大橋市三郎

亀山幸五郎

伊能八左衛
門

大塚兵五郎

中根熊之助

大野甚五郎

長谷川勝兵
衛
荒井八十郎

田中伊織

小嶋鍋五郎
小川七之助

山田吉五郎

舩場幸吉

中村卯之吉

初出

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］
［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

№

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０
７１

７２

７３

７４
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（３／６）

相続

○

×

○

×

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

×

×

×

×

○

×

×

○

○

○

備考

養父鍋五郎養
子

是者丹下彦四
郎倅

養父家督直玉
薬組被 仰付
／隠居家督養
子真蔵へ

父幸五郎家督

但し玉薬元組
之者、病気小
普請入／先祖
玉薬組［５１］

甲府勝手小普
請�引下ヶニ
而御入人
甲府勝手小普
請�引下ヶニ
而御入人

実子幸右衛門
跡式

実子兼三郎へ
家督、久左衛
門７０年以上勤
［１７］

再勤

病気につき跡
式急養子藤十
郎、文政５年２７
歳

祖父近右衛門
三代目

倅久四郎へ跡
式

※享保期に組
頭「佐藤稲之
進」

年数

３．０

７．５

３７．３

１４．４

０．１

４．７

７．６

１２．１

２．１

５．４

１６．１

０．８

７．３

１２．２

１．３

６．５

後職

小普請入

‐

小普請入

‐

隠居

小普請入

小普請入

‐

小普請入

小普請入

小普請入

‐

小普請入

小普請入

‐

隠居

‐

小普請入

小普請入

‐

‐

小普請入

小普請入

小普請入

‐

‐

小普請入

退任

文化１４‐０８‐
０５

‐

文政５‐０１‐２６

‐

文政１１‐１１

文政１２‐０８‐
２０

文化１０‐閏１１

‐

文政２‐０５‐０８

文政２‐０５‐０８

‐

文化１４‐１２‐
２８

文化４‐１２‐２０

‐

‐

文政３‐１２‐２９

‐

天保２‐０９‐１６

文化１３‐０６‐
１４

‐

文政５‐１２‐０４

文政１１‐０９‐
２５

文化１４‐１２‐
１４

文政６‐０３

‐

寛政５ヵ

寛政７‐０６

天明６‐１２‐１９

就任

文化１１‐０８‐
０４
文化１１‐０８‐
０４
文化１１‐０８‐
０４

寛政８‐１０‐１６

寛政３‐０７‐０６

文化１２‐０４‐
０１

文化１０‐１０‐
０９

文化１１‐０８‐
２８

文化１１‐０８‐
２８

文化８‐０９‐０７

文化２‐１１

文化２‐１１

文化２‐１１

文化２‐１１

文化９‐０１

文化１２‐０８‐
２２

文化１２‐０８‐
２２
文化１２‐０８‐
２２
文化１２‐０８‐
２２
文化１２‐０８‐
２２

文化１２‐０８‐
２２

文化１３‐０８‐
１３

文化１３‐０９‐
０９
文化１３‐０９‐
０９
文化１３‐０９‐
０９

（明和９以前）

前職

奥田主馬組

奥田主馬組

酒井多宮組

小普請組戸田
中務組

‐

‐

小普請奥田主
馬組

甲府勤番頭堀
田幸之助組

甲府勤番頭大
久保豊後守組

（小普請組）
小普請方伊賀
者
御持大久保大
隅守組同心
小普請彦坂九
兵衛組
小普請岡野淡
路守組
小普請組松本
小十郎組

西丸切手御門
番之頭長崎半
七郎組同心

朝比奈河内守
組
石川右近将監
組

松平石見守組

近江左京組

堀田伊勢守組

御天守番之頭
風祭求馬組下
番

松平石見守組

堀田伊勢守組

諏訪隼人組

ほか

内１０俵 御
蔵米

内１７石７斗
１升９合６勺
１才地方、
１６俵１斗８
升９合御蔵
米

内８俵足扶
持、１人 扶
持足扶持

引渡無之

引渡無之

n人
扶持

２

２

２

２

２

２

２

２

７

２

３

２

２

２

２

３

４

２

俵

３０

３０

３０

３０

３０

２０

３０

３０

２０

２０

２０

３０

２０

２０

石

３２．９０１６１

３０

３３．９８０６１

内部役職

和泉定番、千
駄ヶ谷定番

番方、鍵役、蔵
役

竹橋番方世話
役

和泉定番、千
駄ヶ谷定番

和泉蔵定番

和泉定番、鍵
役

竹橋番方世話
役

鍵役、千駄ヶ
谷定番

竹橋番方世話
役、鍵役

組頭

鍵役、組頭

改名

九右衛門

名前

小嶋貞次郎

高須力之丞

丹下六太郎

兵部専次郎

濱田七郎左
衛門

亀山喜作

谷藤左衛門

酒井文五郎

岡本良助

豊嶋善太郎

森惣兵衛

田沢幸右衛
門

長崎半之丞

野里安之丞

山野三郎兵
衛

根本久左衛
門

原田辰之助

服部平左衛
門

中村定次郎

内山所左衛
門

高柴作次郎

依田富次郎

村上近右衛
門

足立辰三郎

上原富三郎

江波戸市右
衛門
加用五郎三
郎

佐藤稲之進

初出

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１２］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

№

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

８２

８３

８４

８５

８６

８７

８８

８９

９０

９１

９２

９３

９４

９５

９６

９７

９８

９９

１００

１０１

１０２
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（４／６）

相続

○

×

○

○

○

×

×

○

○

×

○

×

○

○

○

×

×

○

×

×

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

備考

父藤兵衛家督
被下置、直玉
薬組被 仰付
※享保期に組
頭「田中権兵
衛」

父庄蔵跡式／
文政１１年７５歳
［４５］［４２］
倅和十郎へ跡
式

父四郎左衛門
跡式被下置、
直玉薬組可相
勤

父源太郎跡式

倅へ家督、７０
才以上５０年相
勤
父近右衛門隠
居家督

倅七郎次へ家
督
父三左衛門家
督、直千駄ヶ
谷御蔵定番

父隠居家督

家督庄次郎へ

父家督

文政１０‐０４‐１２
評定所書役
出役

小川吉次郎倅

病気につき文
政３‐０６‐１４引
渡

年数

２１．１

５２．１

３４．４

２０．８

２．５

４．８

１．８

１２．２

８．９

１．０

１２．６

後職

小普請入

進物取次
上番

小普請入

‐

小普請入

小普請入

隠居

小普請入

隠居

岸姫君様
御侍並

御代官上
野四郎三
郎手附

隠居

小普請入

小普請入

小普請入

小普請入

小普請入

小普請入

小普請入

退任

文化６‐０５‐１８

文化８‐１２‐１６

文政１１‐１２‐
２０

文化５‐１２‐２６

文政１１‐０８‐
２４

天保２‐０９‐１６

寛政１１‐１２

寛政１１‐１２
寛政１２‐０５‐
２０

文政４‐０２‐３０

寛政１２‐０９

文化６‐０９

文化１１‐０７‐
０２

文政１２‐１２‐
２９

文政２‐１２‐２８

文政１３‐０６

文政１０‐１０‐
２８

文政２‐１２‐２７

文政７‐１０‐０８

就任

天明８‐０４

（寛政４以前）

（寛政５以前）

安永５‐１２

（寛政９以前）

（寛政９以前）

寛政９‐０５‐０５

寛政１０‐０７‐
０５

寛政１１‐１２‐
２８

寛政１２‐０５‐
２０

寛政１０‐０３

文化６‐０９

（文政９以前）

文化１５‐０３‐
２９

文化１５‐０３‐
２９
文化１５‐０３‐
２９
文化１５‐０３‐
２９
文化１５‐０３‐
２９
文化１５‐０３‐
２９

文政１‐１２‐１５

文政１‐１２‐１５

文化９‐０３

文政３‐０４‐２４

前職

小普請組朝比
奈河内守組

小普請組石川
右近将監組
小普請組松平
石見守組
小普請組大嶋
肥前守組
小普請組松平
内匠頭組
小普請組米津
小太夫組

御留守居宝賀
山城守同心

小普請組米津
小太夫組
元御書物同心

小普請組渡辺
阿波守組

ほか

引渡無之

引渡無之

引渡無之

引渡有之

引渡無之

引渡無之

内２０石 地
方、１０俵御
蔵米

n人
扶持

２

２

２

２

２

俵

３０

２０

３０

３０

石

３０

内部役職

番方、鍵役

竹橋番方、鍵
役、蔵役
竹橋番方、鍵
役、組頭

吟味役、組頭

吟味役、組頭

鍵役、蔵役

鍵役、蔵役

番方、鍵役、組
頭

千駄ヶ谷蔵定
番

番方、鍵役、組
頭

鍵役、蔵役

竹橋番方、同
世話役、鍵役、
組頭

千駄ヶ谷定番

千駄ヶ谷定番

和泉蔵定番

改名

十蔵

雄左衛門

竹多

調平

名前

田中権兵衛

横山源次右
衛門

斎藤乙之助

長谷川惣五
郎

菅沼直五郎

藤田十郎右
衛門

野村九兵衛

大野孝次郎

山内源次郎

村上近右衛
門

村上利三郎

丹下藤四郎
露木三左衛
門

露木七郎次

横山亀太郎

矢部専次郎

大塚次郎左
衛門

大塚庄次郎

根本茂左衛
門

大矢善之丞

小川鉄蔵

大柴忠五郎

井口金次郎

黒谷田五六

加留政六

中村善太郎

古屋久之丞

鈴木伝三郎

平野徳次郎

高久岩三郎

初出

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１３］

［１４］

［１４］

［１４］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

№

１０３

１０５

１０６

１０７

１０８

１０９

１１０

１１１

１１２

１１３

１１４

１１５

１１６

１１７

１１８

１１９

１２０

１２１

１２２

１２３

１２４

１２５

１２６

１２７

１２８

１２９

１３０

１３１

１３２

１３３
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（５／６）

相続

×

○

○

×

×

×

×

×

○

○

○

×

×

×

○

○

×

○

○

×

×

×

×

備考

病気につき文
政３‐０８‐２０引
渡
父根本久左衛
門家督
岩田周作倅、
明跡へ新規被
仰付
足高・足扶持
これまでの通
り／御抱席だ
が玉薬組へ入
人したため、
小普請入［５３］
／文政１０年７０
歳［５３］
急養子永之進、
跡目小普請入

養父高柴作次
郎、如養父時
玉薬組
養父原川太郎
左衛門

斎藤乙之助跡
目

実病ニ付五月
三日引渡

山田市之丞跡
目
柴田又左衛門
惣領

部屋住勤、矢
部専次郎倅

玉薬組大久保
相給同姓和十
郎跡養子

年数

２．４

５．２

６．０

５．８

７．５

０．５

０．８

６．７

４．３

１．５

２．１

後職

小普請入

小普請入

‐

小普請入

小普請入

小普請入

小普請入

小普請入

小普請入

小普請入

小普請入

退任

文政５‐０９

文政１０‐０８‐
２１

文政１１‐０７‐
０７

文政１１‐０４‐
０２
文政１２‐１２‐
２８

文政６‐１２‐２７

文政８‐０１‐２９

天保１‐１２‐２９

文政１３‐０６

文政１０‐０８‐
２１

文政１２‐１２‐
２８

就任

文政３‐０４‐２４

文政３‐１２‐２９

文政５‐閏０１
‐１１

文政５‐０６‐０７

文政５‐０６‐０７

文政５‐０６‐０７

文政５‐０６‐０７

文政５‐０６‐０７

文政５‐１２‐０４

文政６‐０４‐０８

文政６‐０７‐０４

文政６‐０７‐０４

文政７‐０４‐２５

文政７‐０４‐２５

文政７‐０４‐２５

文政９‐０３‐１１

文政９‐０３‐１１

文政１０‐１１‐
１７

文政１０‐１１‐
１７

文政１０‐１１‐
１７

文政１２‐１１‐
２８

文政１２‐１１‐
２８

文政１２‐１１‐
２８

前職

小普請小笠原
弾正組

御留守居番曽
根内膳組同心

小普請組渡辺
阿波守組
小普請組服部
伊賀守組
小普請組本多
大和守組
小普請組牧野
内匠頭組

小普請組駒木
根大内記組

小普請組服部
伊賀守組
百人組之頭戸
田内蔵助組同
心
小普請組神尾
豊後守組
小普請組岡部
因幡守組
小普請組上尾
豊後守組
小普請組石川
民部組

石川宮内組

長井五右衛門
組

元西丸御裏御
門番之頭小幡
次郎八組同心

元御掃除之者

元御掃除之者

ほか

内５俵御足
高、半人扶
持御足扶
持

引渡無之

内１７石７斗
１升９合６勺
１才 地方、
１４俵１斗７
升５合 御
蔵米

内１０俵 御
足高

内 １６俵１
斗７升５合
蔵米、３０
石４斗８升５
合５勺２才
地方

引渡無之

内 現米５
石御扶持
方３０日ニ２
斗５升元高
１５俵２斗

５升御扶持
方３０日５升
御足
内 １０俵御
足高
内 １０俵御
足高 半扶
持 御足扶
持

n人
扶持

２

２

２

２

２

２

２

３

３

２

１．５

２

２

１．５

１

俵

３０

２０

３０

２５

３０

３０

３０

１５

１５

３０

２０

２０

石

３１．０９４６１

２０

８．４

４６．６６０５２

内部役職

鍵役

鍵役

番方

番方世話役

竹橋鉄砲蔵番
方

竹橋鉄砲蔵番
方、鍵役

竹橋鉄砲蔵番
方、鍵役

鍵役助

竹橋蔵番方

番方

改名

平右衛門

亦八

名前

斎藤平左衛
門

根本兼三郎

岩田騂輔

津川彦四郎

佐藤藤左衛
門

紅林喜市郎

茂木彦三郎

小原清三郎

高柴藤十郎

原川金十郎

斎藤礼輔

吉田金次郎

小崎仁右衛
門

辻惣兵衛

山田金左衛
門

柴田来祐

山崎貞五郎

矢部勝三郎

藤田為五郎

幸原粂次郎

小泉定八郎

小田利右衛
門

長井利兵衛

初出

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

№

１３４

１３５

１３６

１３７

１３８

１３９

１４０

１４１

１４２

１４３

１４４

１４５

１４６

１４７

１４８

１４９

１５０

１５１

１５２

１５３

１５４

１５５

１５６
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（６／６）

相続

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

×

○

○

○

×

○

○

○

※初出欄などの［n］は『玉薬奉行勤方』№nを指す。本表には各「御入人覚」のほか、『勤方』内の別史料から存在が確認できる同心もまとめている。

備考

但上下格之者
ニ候得共依願
引下勤被 仰
付候／文政１３‐
０２‐２４引渡／弐
拾俵�内之者
江其勤候内弐
拾俵持扶持之
高ニ御足高被
下
勤候内弐拾俵
持扶持之高ニ
御足高
勤候内弐拾俵
持扶持之高ニ
御足高

書物方出役中

父市右衛門跡
式
倅文次郎江家
督
父鈴木源左衛
門家督、直玉
薬組相勤

養父十郎右衛
門跡式

父九右衛門跡
式
父七郎左衛門
家督、跡目濱
田金之助／天
保２年３６歳

父真蔵跡目／
天保２年６歳
（実は３歳）

年数

１．０

１３．８

１６．３

２．２

後職

小普請入

進物取次
上番

小普請入

隠居

小普請入

小普請入

小普請入

‐

退任

文政１３‐１１‐
２４

文化２‐１１‐０４

文化３‐０９

文化３‐１２

文政６‐０３‐１０

文化４‐０６‐２９

‐

天保２‐０６‐０６

就任

文政１２‐１１‐
２８
文政１２‐１１‐
２８
文政１２‐１１‐
２８
文政１２‐１１‐
２８

文政１２‐１１‐
２８

文政１３‐閏０３
‐０５

文政１３‐閏０３
‐０５

文政１３‐閏０３
‐０５

天保２‐０５‐２３

天保２‐０５‐２３

天保２‐０５‐２３

天保２‐０５‐２３

天保２‐０５‐２３

天保２‐０５‐２３

寛政５

文化３‐１２

文化５‐１２‐２６

（文政７以前）

文化１４‐１２‐
２８

文政１２‐０４‐
１１

天保２‐０６‐０６

前職

小普請組浅野
隼人組
小普請組久世
伊勢守明キ組
小普請組神尾
豊後守組
小普請組佐野
豊前守組

小普請組渡辺
甲斐守組

三丸明地御番
人

小普請組神尾
備後守

小普請組渡辺
甲斐守組

表小間遣

表小間遣

表小間遣

御数寄屋御露
地之者

御掃除之者

小普請組浅野
隼人組

ほか

内 ５俵 御
足高
内 ５俵 御
足高

引渡無之

内 ５俵 御
足高

内 ８俵 此
度御足高

内 ５俵 此
度御足高

内 ５俵 此
度御足高
内 ５俵 此
度御足高
内 ５俵 此
度御足高
内 ５俵 此
度御足高
内 １０俵此
度御足高
内 ５俵 此
度御足高

n人
扶持

１

３

２

１．５

１

１．５

２

１

１．５

１．５

１．５

１．５

２

俵

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

石内部役職

番方

竹橋番方世話
役

竹橋番方世話
役
竹橋番方、和
泉蔵定番

改名

庄左衛門

名前

村礒庄次

早川奥太郎

浅沼貫次

本田安次郎

吉田長次郎

磯紋吾

田中忠四郎

藤巻塁之助

瀬川鉄之進

須崎金右衛
門

高木鎮平

高橋三右衛
門

青木金之助

波木忠五郎

高野孝之助

江波戸久四
郎
鈴木源左衛
門

鈴木文次郎

加用 平

藤田和十郎

大野市右衛
門
田沢幸右衛
門

濱田真蔵

濱田金之助

初出

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１７］

［１８］

［１８］

［１８］

［１８］

［１８］

［１８］

［１８］

［３６］

［４５］

［５３］

№

１５７

１５８

１５９

１６０

１６１

１６２

１６３

１６４

１６５

１６６

１６７

１６８

１６９

１７０

１７１

１７２

１７３

１７４

１７５

１７６

１７７

１７８

１７９

１８１
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【表１０】内部役職への補職時期 （１／２）

備考

寛政７まで吟
味役

寛政９‐０４‐１１
吟味役

文政１‐０５‐２４
引渡

文政１‐０６‐２８
引渡

退任

寛政５

寛政７‐０６‐２１

寛政８‐０１‐２１

文政１１‐１２‐２０

文化８‐１２‐１６

文政１１‐０８‐２４

文化６‐０５‐１８

寛政４‐１２

文政１３‐０８‐２１

文政３‐０２‐２５

文政６‐０４‐０８

文政１１‐１１

文化１０

天保２‐０９‐１６

文政４‐０２‐３０

文化１４‐１２‐２８

文政６‐０３‐１０

文政１２‐０８‐２０

文政３‐１２‐２９

天保２‐０９‐１６

文政１３‐０６

文政７‐１０‐０８

組頭

明和６‐０７‐１８

天明６‐０５

寛政５‐０５‐２２

寛政７‐０６‐２１

寛政８‐０１‐２１

文化９‐０２‐０２

文政１１‐０２‐２０
（助）
文政１２‐０１‐２７
（本）
天保２‐０６‐２８
（助）
天保２‐１０
（本）

文政１１‐０２‐２０
（助）
文政１３‐０９‐１８
（本）

天保２‐０６‐２１
（助）
天保２‐１０
（本）

御蔵役

寛政９‐０４‐１１

寛政９‐０４‐１１

寛政９‐０４‐１１

文化４‐０３‐１０

寛政９まで

文化１２‐１２‐２５

文化４‐０３‐１０

文政７‐０９‐２０

文化６‐０３‐２２

文化１４‐０７‐２３

文政７‐０９‐２０

文政１１‐０４‐１０

（文政１３‐閏０３
‐１６）

御鍵役

明和９‐０６‐０７

寛政４‐０５‐２０

寛政４‐０５‐２０

寛政９まで

寛政９まで

寛政９‐０４‐１１

寛政４‐０５‐２０

文化４まで

文化４‐０３‐１０

寛政９‐０４‐１１

文化６‐０３‐２２

文化６‐０３‐２２

文化４‐０３‐１０

文政７‐０９‐２０

文化１３‐０４

（文政９‐１０）

寛政１０まで

文化１４‐０７‐２３

文政７‐１２‐１０
（助）
（文政９‐１０）
（本）

千駄ヶ谷
御蔵定番
明和５‐０８‐１５

寛政１２‐０５‐２０

文政４

文政７‐１０‐１７

文政１３‐０１‐１１

寛政１０‐０７‐１７

文化９‐０３

和泉御
蔵定番

（享和２‐０６）

文化１２まで

享和２‐０６

文政８‐１１‐１０

文化１４まで

文化１１‐０７

文化１３‐０５

文政３‐０９‐０３

文化１４‐０８‐２０

文政４‐０９‐２７

文政１３‐０１‐１１

同世話役

文化１４‐０７‐２３

文化１４‐０７‐２３

文化１４‐０７‐２３

文化１４‐０７‐２３

文化１４‐０７‐２３

文政７‐１０‐２７

竹橋御番方

寛政４まで

寛政４まで

寛政９まで

寛政４まで

文化４まで

寛政９まで

文化６まで

文化６まで

文化４まで
文化２‐閏０８
（帰番）

文化１４まで

文化１４‐１２‐
２８

文政１‐０５‐２４

文政１‐０６‐２８

文政１３まで

就任

宝暦３‐１２

安永５‐１２

天明８‐０４

寛政１‐０７

寛政３‐１０‐０５

寛政３‐１０‐０５

寛政３‐１０‐０５

寛政３‐１０‐０５

寛政３‐０７‐０６

寛政６‐０８

寛政９‐０５‐０５

寛政１０‐０６‐２８

寛政１０‐０６‐２８

寛政１２‐０５‐２０

文化１‐１１‐０８

文化２‐１１

文化３‐１２

文化９‐０１

文化１０‐１０‐０９

文化１１‐０８‐０４

文化１１‐０８‐２８

文化１２‐０８‐２２

文化１２‐０８‐２２

文化１４‐１２‐２８

文化１５‐０３‐２９

文化１５‐０３‐２９

文政３‐０４‐２４

葵生川五太夫
江波戸市右
衛門
加用五郎三郎

長谷川惣五郎

菅沼直五郎

横山源次右
衛門
斎藤乙之助
藤田十郎右
衛門
野村九兵衛

田中権兵衛

井田彦三郎

岩田亀五郎

小川吉次郎

柴田登三郎

原川太郎吉
濱田七郎左
衛門
佐藤八右衛門

大野孝次郎

矢部専次郎

高野作右衛門

成田万蔵

露木七郎次

山田吉五郎

田沢幸右衛門

鈴木文次郎

山野三郎兵衛

舩場幸吉

根本茂左衛門

亀山喜作

高須力之丞

酒井文五郎

根本久左衛門

服部平左衛門

服部平左衛
門（再勤）

田沢幸右衛
門（子）

大矢善之丞

加留政六

平野徳次郎

高久岩三郎
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【表１２】内部役職別前職一覧（「‐」は無表記または不明）

前職とその割合

‐：８（８０．０％）、和泉御蔵定番：２（２０．０％）

‐：９（８１．８％）、竹橋御番方：２（１８．２％）

‐：６（６６．７％）、竹橋御番方：２（２２．２％）、
御鍵役：１（１１．１％）

和泉御蔵定番：３（４２．９％）、‐：３（４２．９％）、
御鍵役：１（１４．３％）

御蔵役：１（１００．０％）

竹橋御番方：３（４２．９％）、
竹 橋 御 番 方 世 話 役：３（４２．９％）、‐：１
（１４．３％）

竹橋御番方：１０（４１．７％）、御鍵役助：６
（２５．０％）、‐：６（２５．０％）、竹橋御番方世話
役：１（４．２％）、和泉御蔵定番：１（４．２％）

御鍵役：１１（８４．６％）、和泉御蔵定番：１
（７．７％）、‐：１（７．７％）

御鍵役：２（５０．０％）、御蔵役：２（５０．０％）

組頭助：４（４４．４％）、御鍵役：２（２２．２％）、
御蔵役：１（１１．１％）、吟味役：１（１１．１％）、
‐：１（１１．１％）

役職

竹橋御番方

竹橋御番方世話役

和泉御蔵定番

千駄ヶ谷御蔵定番

吟味役

御鍵役助

御鍵役

御蔵役

組頭助

組頭

（２／２）

備考

５月３日引渡

退任

文政６‐１２‐２７

天保１‐１２‐２９

文政１３‐０６

文政１０‐０８‐２１

組頭御蔵役御鍵役

文 政７‐０９‐２０
（助）
文政８‐０５‐２６
（本）

文政１１‐０４‐１０
（助）
文政１３‐閏０３‐
１６（本）

文政１１‐０４‐１０
（助）
文政１３‐閏０３‐
１６（本）

文政１２‐０５‐０８
（助）
天保２‐０１‐１１
（本）
文政１２‐０５‐０８
（助）

文政１１‐０４‐１０
（助）
文政１３‐閏０３‐
１６（本）

千駄ヶ谷
御蔵定番

和泉御
蔵定番同世話役

文政１０‐０１‐１１

文政１０‐０１‐１１

文政７‐１０‐２７

文政７‐１０‐２７

竹橋御番方

文政７まで

文政６‐０７‐０４

文政６‐０７‐０４

文政７‐０５‐０３

文政９‐０３‐１１

文政９‐０３‐１１

就任

文政３‐１２‐２９

文政５‐閏０１‐１１

文政５‐１２‐０４

文政６‐０７‐０４

文政６‐０７‐０４

文政７‐０４‐２５

文政７‐０４‐２５

文政９‐０３‐１１

文政９‐０３‐１１

文化１３‐０９‐０９

根本兼三郎

岩田騂輔

高柴藤十郎

斎藤礼輔

吉田金次郎

小崎仁右衛門

山田金左衛門

柴田来祐

山崎貞五郎

大野市右衛門

上原富三郎

【表１１】就任から内部役職補職までの年数

人数

９

９

８

６

１

７

１２

７

２

４

補職迄の年数

０．０４６

６．３０２

６．５６７

７．９１７

５．４９７

６．１５２

９．３１４

１８．２１９

２２．０２３

２１．０３５

役職名

竹橋御番方

竹橋御番方世話役

和泉御蔵定番

千駄ヶ谷御蔵定番

吟味役

御鍵役助

御鍵役

御蔵役

組頭助

組頭
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【
表
十
一
】
は
、
就
任
時
期
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
者
に
つ
い
て
、
各
役
職

へ
補
職
さ
れ
る
ま
で
の
年
数
を
算
出
し
、
役
職
ご
と
に
平
均
を
取
っ
た
も
の
で
あ

る
。
や
は
り
竹
橋
御
番
方
へ
は
就
任
と
ほ
ぼ
同
時
に
補
職
さ
れ
、
以
後
下
に
記
載

さ
れ
た
役
職
に
な
る
ほ
ど
、
補
職
ま
で
の
年
数
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
。
特
に
御
蔵
役
以
下
の
三
職
は
二
〇
年
近
い
勤
続
が
必
要
に
な
り
、
職

務
へ
と
り
わ
け
精
通
し
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
鍵
役
お
よ

び
組
頭
に
つ
い
て
は
「
助
」
の
つ
く
見
習
の
よ
う
な
役
も
設
け
ら
れ
て
い
る
（
４５
）。

【
表
十
】
か
ら
は
次
の
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
和
泉

御
蔵
定
番
↓
千
駄
ヶ
谷
御
蔵
定
番
の
ル
ー
ト
に
進
ん
だ
者
は
、
御
鍵
役
↓
御
蔵
役

↓
組
頭
の
ル
ー
ト
に
進
む
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
そ
の
逆
も
然
り
で
あ
る
。

【
表
十
二
】
は
各
役
職
ご
と
に
、
そ
の
前
に
就
い
て
い
た
内
部
役
職
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
先
程
の
昇
任
順
序
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
と
も
に
、

例
え
ば
御
鍵
役
へ
の
補
職
は
大
半
が
竹
橋
御
番
方
か
ら
の
直
接
補
職
で
あ
り
、
そ

の
ま
ま
御
蔵
役
へ
と
昇
っ
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
前

述
の
よ
う
に
鉄
砲
玉
薬
方
に
は
二
つ
の
昇
進
ト
ラ
ッ
ク
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
の
職
務
内
容
が
明
確
で
な
い
た
め
、
こ
れ
以
上
の
考

察
は
困
難
で
あ
る
が
、
二
つ
の
役
職
体
系
は
相
互
に
役
職
内
容
や
、
必
要
と
す
る

ス
キ
ル
を
大
き
く
異
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
節

鉄
砲
玉
薬
組
に
お
け
る
同
心
層
の
変
容

（
一
）
同
心
在
職
期
間
の
分
析

続
け
て
、
非
役
職
者
を
含
め
た
鉄
砲
玉
薬
方
全
体
に
見
ら
れ
る
秩
序
に
つ
い
て

【
表
九
】
か
ら
見
て
ゆ
き
た
い
。
な
お
、
こ
の
表
の
内
容
は
前
述
す
る
よ
う
に
服

部
の
把
握
し
た
範
囲
で
の
記
録
に
限
ら
れ
、
必
ず
し
も
組
の
全
貌
を
示
す
も
の
で

は
な
い
。
た
だ
し
、
任
免
の
時
期
が
と
も
に
判
明
し
て
い
る
同
心
に
つ
い
て
、
そ

の
在
職
期
間
を
重
ね
る
と
、
表
に
見
え
る
人
物
だ
け
で
最
大
で
同
時
に
一
九
名
が

在
職
し
て
い
た
（
文
化
一
三
〔
一
八
一
六
〕
〜
文
政
二
年
〔
一
八
一
九
〕）
こ
と

に
な
る
。
少
な
く
と
も
組
に
属
す
る
三
六
名
の
う
ち
約
半
数
が
記
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
以
下
で
は
【
表
九
】
の
内
容
が
組
全
体
の
傾
向
を
あ
る
程
度
反
映
し

て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
取
り
扱
う
。

さ
て
鉄
砲
玉
薬
組
同
心
は
譜
代
席
で
あ
り
、
就
任
者
の
大
半
は
無
役
の
譜
代
格

御
家
人
が
属
す
る
小
普
請
組
各
組
か
ら
の
入
人
で
あ
る
。
さ
ら
に
後
職
を
み
て
も

多
く
が
再
度
小
普
請
入
し
て
お
り
、
小
普
請
↓
鉄
砲
玉
薬
組
↓
小
普
請
と
い
う
動

態
を
取
っ
て
い
る
。

禄
高
を
確
認
す
る
と
、
多
数
を
占
め
る
の
は
三
〇
俵
二
人
扶
持
程
度
で
、
や
は

り
こ
ち
ら
も
平
均
的
と
い
え
る
。
抱
席
か
ら
の
就
任
（
№
１４３
津
川
彦
四
郎
）
や
、

上
下
格
引
下
勤
（
４６
）と
し
て
よ
り
高
い
家
格
か
ら
就
任
し
た
と
思
わ
れ
る
者
（
№
１６０
吉

田
長
次
郎
）
に
つ
い
て
は
禄
高
が
二
〇
俵
に
満
た
ず
、
不
足
分
が
足
高
と
し
て
支

給
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、【
表
九
】
で
は
任
免
の
時
期
が
と
も
に
判
明
し
て
い
る
七
九
名
に
つ
い

て
、
在
職
期
間
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
分
布
を
、【
図
四
】
に
示
し
た
。

鉄
砲
玉
薬
組
へ
就
任
し
た
者
の
内
お
よ
そ
四
分
の
一
（
二
一
名
）
が
三
年
以
内

に
そ
の
ま
ま
組
を
離
れ
て
お
り
、
五
年
以
内
の
離
職
率
は
約
四
六
％
に
の
ぼ
る
。

ま
た
就
任
し
た
者
の
多
く
は
明
跡
へ
の
入
人
で
あ
る
。
同
時
に
明
跡
へ
の
入
人
を

仰
せ
付
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
七
月
に
十
一
人
が
同

時
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
ほ
か
、
そ
の
後
も
文
政
年
間
に
か
け
て
た
び
た
び
六
〜
八

人
の
同
時
仰
付
が
確
認
で
き
る
【
図
五
】。
表
に
お
い
て
任
免
時
期
の
わ
か
る
者

が
最
も
多
く
重
な
っ
て
い
る
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
在
職
し
た
人
物
に
限
っ

て
み
て
も
、
確
認
で
き
る
一
九
名
の
う
ち
少
な
く
と
も
七
名
は
一
〇
年
以
内
に
辞
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し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
譜
代
席
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
定
数
の
席
は
血
縁
に
よ
る
職

の
継
承
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
激
し
く
人
員
が
入
れ
替
わ
る
状
況
が
生
ま

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

既
存
の
幕
府
役
職
研
究
に
お
い
て
、
本
稿
の
よ
う
に
同
心
等
の
在
職
期
間
を
統

計
的
に
分
析
し
た
も
の
は
管
見
の
限
り
少
な
く
、
類
例
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
大
坂
町
奉
行
所
の
与
力
・
同
心
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
曽
根
ひ
ろ
み
（
４７
）は
、

大
坂
町
奉
行
所
の
同
心
（
抱
席
）
の
定
着
率
の
相
対
的
な
低
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

見
習
中
な
ど
若
い
う
ち
に
依
願
し
て
退
番
す
る
者
の
多
さ
が
際
立
つ
と
い
う
。

し
か
し
、
抱
席
な
ら
ば
と
も
か
く
、
世
襲
が
保
証
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
譜
代
席

で
こ
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ
る
の
は
や
は
り
不
可
解
で
あ
る
。【
表
九
】
の
デ
ー

タ
か
ら
、
よ
り
詳
し
く
検
討
し
て
み
た
い
。

【
表
九
】
に
ま
と
め
た
任
免
記
録
に
は
、
先
述
の
よ
う
に
家
督
を
継
承
（
跡

目
）
し
て
の
就
任
か
否
か
が
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。「
父
家
督
」「
父
跡
式
」
な

ど
と
記
さ
れ
て
い
る
人
物
、
ま
た
『
勤
方
』
の
内
容
や
前
述
の
由
緒
書
の
人
名

【
表
二
】
と
の
名
字
の
一
致
な
ど
か
ら
玉
薬
組
の
家
筋
に
あ
た
る
と
ほ
ぼ
確
実
に

判
断
で
き
る
人
物
を
抽
出
し
（
総
称
し
て
「
相
続
者
」
と
す
る
）、【
表
九
】
の

「
相
続
」
列
に
示
し
た
。
相
続
者
で
あ
る
か
否
か
は
、
在
職
年
数
と
関
係
す
る
の

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
内
部
役
職
へ
の
任
命
有
無
と
は
関
係
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
【
表
十
三
―
一
】
に
お
い
て
、
全
体
を
無
役
（
竹
橋
番
方
含
む
）
お
よ
び

役
職
者
に
分
類
し
た
上
、
最
終
役
職
に
応
じ
て
世
話
役
・（
和
泉
・
千
駄
ヶ
谷
）

御
蔵
定
番
・
鍵
役
お
よ
び
蔵
役
・
組
頭
に
小
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
数
を
非
相
続

者
・
相
続
者
別
に
示
し
た
。
あ
わ
せ
て
非
相
続
・
相
続
者
の
平
均
在
職
年
数
も
示

す
。役

職
に
つ
い
た
人
数
で
見
れ
ば
、
相
続
・
非
相
続
者
に
顕
著
と
い
え
る
ほ
ど
の

差
異
は
な
い
。
一
方
で
、
相
続
者
全
体
の
平
均
在
職
年
数
は
、
非
相
続
者
に
対
し

て
二
倍
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
記
録
さ
れ
た
相
続
者
四
六
人
の
う
ち
二
一

人
（
約
四
六
％
）
が
役
職
に
就
い
て
お
り
、
非
相
続
者
に
比
べ
て
世
話
役
以
上
の

役
職
に
就
く
割
合
が
非
常
に
高
い
こ
と
も
わ
か
る
。
続
い
て
、
任
免
時
期
が
判
明

【表１３－１】各役職における非相続・相続者の人数

平均在職年

６．８２５（５４）

１３．４０４（２５）

役職者

組頭

２

７

鍵・蔵役

１３

６

御蔵定番

９

５

世話役

３

３

無役
（竹橋番方）

１０６

２５

非相続

相続

【表１３－２】各役職および非相続・相続者別の在職年数平均（括弧内は集計対象人数）

役職者

全体

２０．８４６（１８）

１４．６４８（８）

２５．８０４（１０）

組頭

４１．７８５（３）

（０）

４１．７８５（３）

鍵・蔵役

１９．２２５（７）

１７．７８５（３）

２０．３０５（４）

御蔵定番

１８．４９１（４）

１７．７２１（３）

２０．８０３（１）

世話役

１０．３３３（４）

５．３３４（２）

１５．３３２（２）

無役
（竹橋番方）

５．３８４（６１）

５．４６４（４６）

５．１３７（１５）

全体

非相続

相続
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し
て
い
る
者
に
限
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
在
職
年
数
の
平
均
を
見
て
み
よ
う
。

平
均
対
象
と
な
っ
た
の
は
ご
く
少
数
で
あ
り
、
決
し
て
信
頼
の
お
け
る
数
値
で

は
な
い
。
し
か
し
大
ま
か
に
次
の
傾
向
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち

無
役
の
者
の
在
職
年
数
は
相
続
・
非
相
続
に
関
わ
ら
ず
平
均
五
年
程
度
で
あ
る
。

一
方
で
役
職
者
の
在
職
年
数
は
そ
れ
よ
り
も
大
幅
に
長
い
。
在
職
者
の
中
で
見
れ

ば
相
続
者
は
非
相
続
者
よ
り
も
若
干
在
職
年
数
が
長
い
が
、
顕
著
な
差
で
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
組
内
で
役
職
に
就
け
る
か
否
か
は
家
筋
と
い
う
よ
り
も
、
主
に
在
職

年
数
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

【
表
十
三
―
二
】
の
相
続
者
行
に
見
え
る
よ
う
に
、
家
督
を
継
承
し
た
者
で

あ
っ
て
も
内
部
の
役
職
に
就
く
こ
と
の
な
い
ま
ま
、
五
年
程
度
で
辞
し
て
い
る
。

該
当
す
る
一
五
名
（
４８
）を

抽
出
し
て
確
認
す
る
と
、
中
に
は
竹
橋
番
方
の
ま
ま
一
〇
年

以
上
勤
続
す
る
者
も
い
る
が
、
中
央
値
は
三
�
五
年
程
度

と
短
い
。
ま
た
大
半
は
小
普
請
組
へ
と
戻
っ
て
お
り
、
明

跡
が
生
じ
て
い
る
。

【
表
十
一
】
で
示
し
た
内
部
役
職
へ
就
く
ま
で
の
在
職

年
数
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
う
も
言
え
る
。
組
に
お
い

て
必
要
な
技
能
を
習
得
で
き
な
い
人
物
は
、
内
部
役
職
に

就
く
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
時
点
で
職
を
離
れ
る
こ
と
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
明
跡

へ
は
順
次
新
た
な
小
普
請
が
入
人
さ
れ
る
が
、
中
に
は
た

ま
た
ま
組
の
職
務
に
適
性
を
示
し
十
数
年
以
上
勤
続
す
る

者
も
現
れ
た
。
早
期
の
離
職
は
、
鉄
砲
玉
薬
方
と
し
て
の

技
能
を
保
持
す
る
た
め
に
必
要
な
選
別
過
程
だ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

加
え
て
根
本
的
な
背
景
と
し
て
、
譜
代
小
普
請
の
就
職

対
策
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
先
行
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
４９
）、
近
世

中
期
か
ら
後
期
に
至
る
時
期
、
増
大
し
す
ぎ
た
小
普
請
の
存
在
は
幕
府
の
財
政
上

の
負
担
と
も
な
っ
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
小
普
請
を
職
に
就
け
、
活
用
す
る
必
然

性
が
存
在
し
た
。
山
本
英
貴
氏
の
整
理
に
基
づ
け
ば
、
家
綱
〜
吉
宗
期
に
各
家
臣

団
か
ら
旗
本
の
編
入
が
行
わ
れ
た
結
果
、
無
役
旗
本
が
増
加
し
享
保
年
間
に
幕
府

は
譜
代
御
家
人
の
旗
本
昇
進
を
制
限
し
た
。
し
か
し
譜
代
御
家
人
の
就
職
機
会
も

限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
に
は
抱
席
役
職
へ
の

就
任
を
許
可
す
る
な
ど
し
て
い
る
（
５０
）。

そ
う
し
た
施
策
に
も
関
わ
ら
ず
、
状
況
は
大
き
く
改
善
し
な
か
っ
た
。
明
和
二

年
（
一
七
六
五
）、
幕
府
は
諸
組
与
力
・
同
心
の
明
跡
に
入
人
を
願
っ
て
も
「
相

応
之
者
無
之
、
久
々
明
有
之
も
有
之
、
御
入
人
候
て
も
勤
兼
候
類
間
々
有
之
哉
ニ

【図４】鉄砲玉薬組同心在職年数の分布
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候
」
で
あ
る
た
め
、
格
別
勤
功
の
者
の
悴
な
ど
を
明
跡
に
入
人
す
る
こ
と
を
許
し

て
い
る
（
５１
）。
先
述
の
状
況
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
御
入
人
候
て
も
勤
兼
候
類
」
に
あ
た

る
と
言
え
る
。

だ
が
以
降
も
状
況
は
大
き
く
変
わ
ら
ず
、
人
材
活
用
や
小
普
請
の
風
儀
の
乱
れ

を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
寛
政
改
革
に
お
い
て
小
普
請
か
ら
の
積
極
的
人
材
活
用

が
図
ら
れ
る
。
橋
本
佐
保
氏
の
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
天
明
八
年
（
一

七
八
八
）
に
は
小
普
請
か
ら
ふ
さ
わ
し
い
人
材
を
「
幾
人
ニ
而
も
書
上
可
申
候
（
５２
）」

と
の
登
用
令
が
出
さ
れ
、
そ
れ
を
機
に
小
普
請
の
役
職
就
任
は
七
倍
に
も
増
加
し

た
と
い
う
（
５３
）。『
勤
方
』
か
ら
鉄
砲
玉
薬
組
へ
の
就
任
時
期
・
人
数
を
図
示
し
た

【
図
五
】
か
ら
は
、
玉
薬
組
で
も
こ
の
時
期
を
境
と
し
て
就
任
が
増
加
し
て
い
る

様
子
が
み
て
と
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
小
普
請
の
就
職
難
を
背
景
と
し
て
、
小
普
請
が
本
来
的
に
就
任

す
べ
き
譜
代
格
の
本
職
へ
も
、
よ
り
多
く
の
小
普
請
を
就
任
さ
せ
る
強
い
社
会
的

要
請
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
就
任
が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
少
な

く
と
も
鉄
砲
玉
薬
方
に
お
い
て
は
「
勤
兼
候
」
と
い
う
状
況
は
本
質
的
に
変
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
事
例
か
ら
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
）
譜
代
家
筋
の
離
脱
と
拝
領
町
屋
敷

そ
も
そ
も
、
明
跡
は
な
ぜ
生
じ
る
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
章
で
述
べ
た

通
り
、
鉄
砲
玉
薬
組
は
宝
永
年
間
頃
ま
で
は
近
世
初
期
以
来
の
家
筋
に
よ
っ
て
世

襲
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
た
組
の
あ
り
方
は
、
近
世
中
期
以
降
ど
の

よ
う
に
変
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
同
心
の
昇
進
で
あ
る
。
次
の
【
史
料

五
】
は
、【
表
九
】
№
８１
と
し
て
見
え
る
谷
藤
左
衛
門
の
拝
領
町
屋
敷
の
上
地
に

関
す
る
記
述
で
あ
る
。

【
史
料
五
】『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
�
５１
「（
谷
藤
左
衛
門
遠
島
に
つ
き
拝
領
地
上

地
）」

小
普
請
組

拝
領
町
屋
敷

太
田
内
蔵
頭
組

【図５】就任の時期と人数の分布
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四
ッ
谷
御
箪
笥
町

谷
藤
左
衛
門

右
藤
左
衛
門
先
祖
玉
薬
組
元
組
之
者
ニ
而
、
天
正
十
二
申
年
三
州
賀
茂
郡
ニ

而
罷
在
、
伊
勢
松
ヶ
崎
御
陣
之
刻
榊
原
小
兵
衛
手
ニ
而
玉
薬
組
相
勤
、
同
十

八
寅
年
関
東

御
入
国
之
砌
同
十
九
年
地
方
并
町
屋
敷
拝
領
仕
五
代
目
□
祖

谷
藤
兵
衛
・
且
高
祖
父
谷
善
吉
十
郎
迄
如
父
時
玉
薬
組
相
勤
罷
在
候
処
、
吉

十
郎
義
元
文
二
巳
年
十
一
月
十
七
日
小
普
請
組
セ
話
役
被

仰
付
、
内
藤
越

前
守
組
セ
話
役
ニ
罷
成
、
延
享
三
寅
年
支
配
勘
定
被

仰
付
、
安
永
二
巳
年

三
月
十
二
日
病
死
仕
、
曽
祖
父
谷
清
五
郎
并
祖
父
谷
吉
之
丞
・
父
谷
吉
十
郎

迄
小
普
請
ニ
而
右
吉
十
郎
寛
政
十
午
年
五
月
二
日
西
丸
□
広
鋪
伊
賀
者
引
下

ヶ
勤
被

仰
付
相
勤
、
病
気
ニ
付
享
和
二
戌
年
八
月
小
普
請
入
奉
願
、
同
年

九
月
晦
日
願
之
通
被

仰
付
、
文
化
九
申
年
十
一
月
廿
六
日
願
之
通
隠
居
被

仰
付
、
谷
藤
左
衛
門
江
家
督
被
下
置
、
如
父
時
小
普
請
組
奥
田
主
馬
組
之

節
、
文
化
十
酉
年
十
月
九
日
御
鉄
砲
玉
薬
組
江
御
入
人
被

仰
付
相
勤
、
病

気
ニ
付
同
年
閏
十
一
月
願
之
通
小
普
請
入
被

仰
付
、
小
普
請
組
太
田
内
蔵

頭
組
之
節
、
文
政
九
戌
年
四
月
十
九
日
藤
左
衛
門
揚
屋
江
被
遂
御
吟
味
、
一

件
落
着
同
十
二
月
三
日
遠
嶋
被

仰
付
、
同
月
十
九
日
拝
領
町
屋
敷
上
り
地

ニ
相
成
、
町
奉
行
江
引
渡
有
之
、
翌
亥
年
六
月
廿
三
日
拝
領
主
江
引
渡
有
之
、

御
細
工
同
心
青
木
伝
蔵
・
松
本
鉉
次
郎
右
両
人
江
拝
領
被
仰
付
候
、
坪
数
五

拾
坪
余
之
所
弐
拾
五
坪
余
宛
被
下
候

谷
家
は
前
掲
の
由
緒
書
に
よ
れ
ば
、
三
河
か
ら
召
し
抱
え
ら
れ
た
家
康
代
以
来

の
鉄
砲
玉
薬
同
心
の
家
で
あ
り
、
四
ッ
谷
御
箪
笥
町
に
拝
領
町
屋
敷
を
有
し
た
。

谷
藤
左
衛
門
の
高
祖
父
に
あ
た
る
善
吉
十
郎
ま
で
は
玉
薬
組
同
心
の
地
位
を
世
襲

し
て
い
る
が
、
吉
十
郎
の
代
に
小
普
請
組
世
話
役
を
経
て
支
配
勘
定
（
譜
代
席
、

一
〇
〇
俵
高
）
に
ま
で
出
世
し
た
。
し
か
し
そ
の
地
位
を
継
ぐ
こ
と
は
で
き
ず
、

父
吉
十
郎
の
代
に
は
西
丸
御
広
敷
伊
賀
之
者
（
譜
代
席
、
三
〇
俵
二
人
扶
持
）
へ

引
下
ヶ
勤
（
家
格
を
維
持
し
た
ま
ま
、
本
来
の
席
よ
り
低
い
役
職
へ
付
く
こ
と
）

す
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
し
て
藤
左
衛
門
の
代
に
な
り
、
谷
家
は
鉄
砲
玉
薬
組
へ

と
戻
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
例
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
か
つ
て
鉄
砲
玉
薬
組
に
属
し
た
同
心
の
多
く

は
、
機
会
を
得
て
よ
り
高
い
格
の
職
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。
勝
海
舟
が
継
ぐ
こ
と

に
な
る
勝
家
も
ま
た
三
河
以
来
の
鉄
砲
玉
薬
組
の
家
で
、
元
禄
年
間
に
勝
市
郎
右

衛
門
が
組
頭
を
勤
め
た
が
（
５４
）、
第
四
代
市
郎
右
衛
門
が
鉄
砲
玉
薬
同
心
か
ら
表
火

番
・
支
配
勘
定
を
経
て
宝
暦
二
年
に
材
木
石
奉
行
へ
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
旗
本
に

列
し
（
５５
）、
そ
の
家
格
を
幕
末
ま
で
継
承
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
第
一
章
で
取
り
上
げ
た
由
緒
書
に
よ
れ
ば
、
近
世
初
期
に
鉄
砲
玉

薬
組
同
心
五
四
名
は
江
戸
府
内
・
近
郊
の
三
ヶ
所
に
屋
敷
を
拝
領
し
て
い
た
。
二

五
名
は
天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
に
四
谷
に
屋
敷
を
拝
領
し
て
お
り
、
こ
れ
は

朝
鮮
出
兵
に
伴
っ
て
町
家
化
を
許
さ
れ
、
拝
領
町
屋
敷
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
原
則

的
に
は
武
家
地
で
あ
り
な
が
ら
も
町
人
へ
貸
し
て
町
並
み
を
形
成
す
る
こ
と
が
公

に
許
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
（
５６
）、
後
の
四
谷
御
箪
笥
町
に
あ
た
る
。
そ
の
ほ
か
二
五
名

は
大
久
保
村
内
の
知
行
所
へ
居
住
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
「
手
作
畑
」
と
さ
れ
自
ら

耕
作
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
実
際
に
は
組
屋
敷
に
近
く
、
近
世
後
期
に

は
「
大
久
保
御
箪
笥
町
」
と
も
呼
ば
れ
た
（
５７
）。
ま
た
そ
の
他
四
名
は
四
谷
坂
町
に
拝

領
町
屋
敷
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
伊
賀
者
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
服
部
平
左
衛
門
（
５８
）も

四
ッ
谷
御
箪
笥
町
に
拝
領
屋
敷
を
保
有
し
、
長
屋
を
経
営
し
て
い
た
こ
と
が
『
玉

薬
奉
行
勤
方
』
か
ら
判
明
す
る
（
５９
）。

こ
の
拝
領
町
屋
敷
は
、【
史
料
五
】
の
谷
藤
左
衛
門
の
例
で
彼
が
「
御
咎
」
と

な
る
ま
で
上
地
に
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
、
組
を
離
れ
た
場
合
で
も
上
地
と
な
ら

64



ず
（
６０
）、
所
持
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
か
な
り
後
の
時
代
と
は
な
る
が
、
安
政
三

年
の
幕
臣
土
地
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
た
『
諸
向
地
面
取
調
書
』
を
参
照
す
る
と
、

本
来
の
拝
領
町
屋
敷
で
あ
る
四
谷
周
辺
に
土
地
を
所
持
し
て
い
る
者
は
数
え
る
ほ

ど
に
過
ぎ
ず
、
全
体
と
し
て
屋
敷
の
分
布
は
散
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
幕
末
期
ま

で
に
は
家
康
以
来
の
家
系
は
組
か
ら
離
脱
す
る
か
、
さ
も
な
く
ば
土
地
を
手
放
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

鉄
砲
玉
薬
組
同
心
の
役
高
は
、【
表
九
】
に
見
え
る
通
り
、
三
〇
俵
二
人
扶
持

程
度
で
あ
る
。
こ
の
額
は
譜
代
席
役
職
と
し
て
は
低
い
レ
ベ
ル
と
い
え
、
職
を
離

れ
て
も
拝
領
町
屋
敷
を
保
持
し
続
け
地
代
収
入
を
得
ら
れ
る
と
あ
れ
ば
、
よ
り
役

高
の
大
き
い
職
へ
移
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
理
由
は
な
い
。
谷
や
勝
家
の
例
の
よ
う

に
、
近
世
中
期
以
降
の
御
家
人
困
窮
化
の
な
か
で
機
会
を
得
た
者
は
、
鉄
砲
玉
薬

組
の
内
に
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
事
情
の

た
め
、
家
康
以
来
の
同
心
は
次
第
に
姿
を
消
し
、
近
世
後
期
ま
で
に
一
定
数
の
明

跡
が
生
じ
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
こ
れ
は
、
家
康
以
来
の

秘
伝
を
世
襲
す
べ
き
技
能
職
で
あ
る
鉄
砲
玉
薬
組
に
お
い
て
、
そ
の
技
術
の
継
承

を
危
う
く
す
る
危
機
で
も
あ
っ
た
。

さ
て
【
表
十
三
―
一
】
に
お
い
て
、
組
頭
に
限
っ
て
は
特
に
就
任
者
が
相
続
者

に
偏
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
組
頭
は
先
述
の
よ
う
に
、「
目
無
し
分

鈍
」
の
管
理
や
秤
へ
の
刻
み
込
み
な
ど
、
特
に
組
の
由
緒
の
根
幹
に
関
わ
る
秘
伝

を
司
っ
て
い
た
。【
表
十
四
】
は
『
武
鑑
』
に
記
載
の
あ
る
鉄
砲
玉
薬
組
頭
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
住
所
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
近
世
中
期
の
組
頭
の

多
く
は
前
記
の
拝
領
町
屋
敷
等
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ

ち
、
組
頭
に
限
っ
て
は
相
続
者
の
中
で
も
、
特
に
家
康
以
来
の
由
緒
を
持
つ
家
に

就
任
者
が
限
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
一
九
世
紀
に
入
る
頃
か
ら
、
そ

れ
以
外
へ
居
住
す
る
者
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
近
世
初
期
か
ら
将
軍
に
由
来
す
る
秘
伝
を
世
襲
し
て
継
承
す
る

「
技
能
職
」
で
あ
っ
た
鉄
砲
玉
薬
組
に
は
近
世
中
期
以
降
、
家
康
以
来
の
同
心
の

離
脱
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
。
そ
し
て
そ
の
影
響
は
、
近
世
後
期
に
は
組
頭
層
に

ま
で
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
幕
府
の
直
属
軍
事
力
へ
の
弾
薬
供
給
を
担
っ
た
役
職
で
あ
る
鉄
砲
玉
薬

方
に
着
目
し
、『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
を
用
い
な
が
ら
、
組
の
形
成
過
程
と
根
幹
を

成
し
た
由
緒
、
実
際
に
果
た
し
た
役
割
を
検
討
し
、
そ
の
上
で
同
心
の
任
免
記
録

か
ら
役
職
の
任
用
秩
序
や
同
心
層
自
体
の
変
容
を
明
ら
か
に
し
た
。
以
上
の
作
業

に
よ
っ
て
、
鉄
砲
玉
薬
方
の
機
能
に
即
し
、
鉄
砲
玉
薬
組
同
心
の
あ
り
方
を
具
体

的
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

鉄
砲
玉
薬
方
は
家
康
に
供
奉
し
た
大
箪
笥
組
に
起
源
を
持
ち
、
寛
永
年
間
に
は

将
軍
秘
伝
の
火
薬
製
造
法
を
伝
え
ら
れ
、
火
薬
を
製
造
す
る
役
職
と
し
て
の
あ
り

方
が
確
立
し
た
。
一
七
世
紀
後
半
に
は
鉄
砲
箪
笥
奉
行
と
職
制
上
も
分
離
し
、
鉄

砲
玉
薬
方
は
譜
代
席
と
し
て
秘
伝
を
相
伝
す
る
役
割
を
自
任
し
、
組
同
心
は
世
襲

に
よ
っ
て
そ
の
あ
り
方
を
保
っ
て
い
た
。

し
か
し
近
世
中
期
以
降
、
組
同
心
の
内
か
ら
は
よ
り
格
の
高
い
職
へ
移
る
こ
と

で
離
脱
す
る
者
も
現
れ
、
組
の
内
に
明
跡
が
生
じ
る
に
至
っ
た
。
明
跡
へ
は
小
普

請
か
ら
の
入
人
も
あ
っ
た
が
、
多
く
は
短
期
で
職
を
離
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
中
、
最
も
主
要
な
役
割
と
い
え
る
諸
組
へ
の
火
薬
供
給
「
大
渡
」
に
お
い
て

火
薬
・
鉛
の
両
方
、
の
ち
鉛
の
み
が
「
代
金
渡
」
と
な
る
よ
う
な
事
態
も
生
じ
、

ま
た
長
年
の
相
伝
の
中
で
、
火
薬
調
合
割
合
が
秘
伝
か
ら
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
い

う
、
組
の
根
幹
に
関
わ
る
よ
う
な
事
件
も
起
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
、
組
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同
心
層
の
変
容
に
よ
っ
て
起
き
た
事
態
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

寛
政
年
間
以
降
に
は
小
普
請
の
人
余
り
と
い
う

事
情
も
あ
っ
て
、
さ
ら
に
多
く
の
入
人
が
続
い
た

が
、
し
か
し
状
況
は
変
化
し
な
か
っ
た
。
幕
府
は

抱
席
へ
の
就
任
を
認
め
る
な
ど
、
譜
代
小
普
請
を

優
先
し
て
役
職
に
就
け
る
政
策
を
と
っ
て
い
た
。

譜
代
の
役
職
で
あ
る
鉄
砲
玉
薬
方
に
は
そ
の
中
で

特
に
多
く
の
小
普
請
を
入
れ
る
社
会
的
要
請
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
技
能
が
求
め
ら

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
か
、
以
後
も
勤
続
年
数
は

短
い
も
の
に
留
ま
っ
た
。
譜
代
の
役
職
で
あ
る
が

ゆ
え
の
矛
盾
す
る
事
態
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
だ

ろ
う
。

そ
う
し
た
中
で
鉄
砲
玉
薬
方
は
文
化
・
文
政
期

に
は
対
外
危
機
に
応
じ
た
臨
時
の
火
薬
調
合
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
同
じ
時
期
に
は
、

組
の
秘
伝
の
中
核
を
伝
え
る
べ
き
組
頭
に
ま
で
変

容
が
及
ん
だ
。
多
く
の
小
普
請
の
中
か
ら
人
材
が

選
別
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
火
薬
供
給
と
い
う
機

能
自
体
は
一
定
程
度
保
た
れ
て
い
た
も
の
の
、
一

方
で
組
の
由
緒
の
保
持
は
時
代
の
流
れ
の
中
で
大

き
な
危
機
に
直
面
し
て
い
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
が
こ
の
時

期
に
編
纂
さ
れ
、
そ
し
て
秘
伝
の
調
合
法
を
最
後

【表１４】『武鑑』に見える鉄砲玉薬組頭の人名と住所
年数

－

－

－

－

－

－

－

２

３５

６

７

１６

－

－

－

－

－

－

－

４

８

１

－

－

２

５

出雲寺武鑑

－

－

－

－

－

－

－

宝暦１０～宝暦１１

宝暦１０～寛政６

宝暦１２～明和４

天明８～寛政６

明和７～天明５

－

－

～文政１３

－

～文政１３

－

－

天保７～天保１０

天保７～天保１４

天保１４

弘化２～

天保１４～

天保７～８

天保９～１４

年数

１５

１０

５

１３

１０

１８

１５

２

３３

３１

－

８

８

２９

１１

１７

３

２

１０

１０

－

－

－

－

－

須原屋武鑑

享保２～享保１６

享保２～享保１１

享保１２～享保１６

享保１７～寛保４

享保１７～寛保１

寛保２～宝暦９

延享２～宝暦９

宝暦１０～宝暦１１

宝暦１０～寛政４

宝暦１２～寛政４

－

寛政５～寛政１２

寛政５～寛政１２

享和１～文政１２

享和１～文化８

文化１１～文政１３

文政１３～天保３

天保２～天保３

天保４～天保１３

天保４～天保１３

－

天保１４～

天保１４～

－

－

住所

大クホ

大クホ

－

四ツヤ

四ツヤ

四谷

よつや

四やたんす丁

四やたんす丁

四谷新やしき

四やたんす丁

四谷坂丁

四谷たんす丁

大くほ御たんす丁

あざふりうど丁

四谷御たんす丁

大久保大草やしき

大くほ天じんよこ丁

大久保大くさやしき［須］
牛込南御かち丁［出］

大くほ天じんよこ丁［須］
牛込中さと［出］

赤坂やけん坂ふくろ丁

千駄ヶ谷［須］
千駄ヶ谷ゑんせうくら［出］

赤坂くろくわ谷
→下谷二長丁
千だがや

青山千だがや→四谷浄雲寺

高

７０石

６５石

－

４８石

４８石

４８石

４８石

４０表

４０表

４０表

－

４０石

５０石

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

名

池田平助

田中権兵衛

佐藤稲之進

佐藤八左衛門

鈴木新介

鈴木六左衛門

舩場金七郎

三浦定四郎

岩田惣左衛門

高野作右衛門

服部平左衛門

長谷川惣五郎

加用五郎三郎

菅沼直五郎（十蔵）

齋藤乙之助

岩田周作（脩作）

大野雄左衛門

服部平左衛門

大屋善次郎（善之丞）

矢部専次郎

吉田金兵衛

高木鎮平

鈴木忠左衛門

舩場幸吉【組頭介】

舩場大介【組頭介】

66



と
し
て
記
述
を
終
え
て
い
る
の
は
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
抗
お
う
と
す
る
意
思
の
現

れ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
幕
末
期
に
鉄
砲
玉
薬
方
は
大
き
な
変
革
を
迫
ら
れ
る
。
ペ
リ
ー
来

航
に
際
し
て
そ
の
製
造
能
力
は
必
要
量
を
満
た
し
得
な
い
こ
と
を
露
呈
し
、
ま
た

幕
府
番
方
へ
の
西
洋
流
の
導
入
に
伴
っ
て
、
鉄
砲
玉
薬
方
に
お
い
て
も
西
洋
流
火

薬
製
造
技
術
の
導
入
が
急
務
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
詳
し
い
動
向
は
別
稿
に

て
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
新
た
な
人
材
の
導
入
、
同
心
の
大
幅
な
増
員
、
職

務
範
囲
の
拡
大
な
ど
を
経
て
旧
来
の
組
の
あ
り
方
は
大
き
な
変
化
を
迫
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
今
回
の
作
業
を
基
礎
と
し
て
、
幕
末
期
に
至
る
時
期
に
お
い
て
鉄
砲

玉
薬
組
の
同
心
た
ち
が
変
化
を
ど
う
捉
え
、
変
化
に
ど
う
適
応
し
て
い
っ
た
の
か
、

人
的
な
面
か
ら
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

註（
１
）
鈴
木
寿
校
訂
『
御
家
人
分
限
帳
』（
近
藤
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）。
正
徳

二
年
（
一
七
一
二
）
頃
の
数
字
。

（
２
）
馬
場
憲
一
「
江
戸
幕
府
御
家
人
株
売
買
の
実
態
に
つ
い
て
―
八
王
子
千
人

同
心
を
事
例
と
し
て
―
」（『
古
文
書
研
究
』
三
六
号
、
一
九
九
二
年
）、
松

本
良
太
「
近
世
後
期
の
武
士
身
分
と
都
市
社
会
―
「
下
級
武
士
」
の
問
題
を

中
心
に
」（『
歴
史
学
研
究
』
七
一
六
号
、
一
九
九
八
年
。
の
ち
同
『
武
家
奉

公
人
と
都
市
社
会
』
校
倉
書
房
、
二
〇
一
七
年
）

（
３
）
主
な
も
の
と
し
て
、
松
平
太
郎
著
・
進
士
慶
幹
校
訂
『
校
訂

江
戸
時
代

制
度
の
研
究
』（
柏
書
房
、
一
九
七
一
年
。
原
著
は
一
九
一
九
年
発
行
）、
高

柳
金
芳
『
江
戸
時
代
御
家
人
の
生
活
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
六
年
）、
新

見
吉
治
『
旗
本
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
年
）

（
４
）
曽
根
ひ
ろ
み
「「
与
力
・
同
心
」
論
―
十
八
世
紀
後
半
の
大
坂
町
奉
行
所

を
中
心
に
―
」（『
論
集
〈
神
戸
大
学
教
養
部
〉』
四
〇
号
、
一
九
八
七
年
）、

田
原
昇
「
江
戸
幕
府
御
家
人
の
抱
入
と
暇
―
町
奉
行
所
同
心
を
事
例
に
」

（『
日
本
歴
史
』
六
七
七
号
、
二
〇
〇
四
年
）、
南
和
男
『
江
戸
の
町
奉
行
』

（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）、
山
本
英
貴
「
江
戸
幕
府
御
家
人
の
任
用
制

と
役
職
構
造
―
近
世
後
期
の
闕
所
物
奉
行
手
代
を
事
例
と
し
て
―
」（『
論
集

き
ん
せ
い
』
三
〇
号
、
二
〇
〇
八
年
）。
こ
の
ほ
か
、
本
稿
入
稿
の
直
後
に

戸
森
麻
衣
子
『
江
戸
幕
府
の
御
家
人
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
二
一
年
）
が

刊
行
さ
れ
、
御
家
人
全
般
に
つ
い
て
具
体
例
を
交
え
つ
つ
総
合
的
に
存
在
形

態
を
明
ら
か
に
し
た
。
な
お
諸
藩
に
お
け
る
「
下
級
武
士
」
の
研
究
動
向
に

つ
い
て
は
、
布
施
健
治
『
下
級
武
士
と
幕
末
明
治
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇

六
年
）
の
研
究
整
理
を
参
照
。

（
５
）
前
掲
松
平
氏
著
書
・
山
本
氏
論
文

（
６
）
御
家
人
は
相
続
が
許
さ
れ
る
譜
代
席
・
二
半
場
席
と
、
そ
う
で
な
い
抱
席

に
分
け
ら
れ
る
。
無
役
の
譜
代
席
は
旗
本
と
同
様
に
小
普
請
組
に
所
属
し
た

（
大
石
学
編
『
江
戸
幕
府
大
事
典
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）。
譜
代
席

御
家
人
職
に
つ
い
て
は
、
特
殊
な
例
で
は
あ
る
も
の
の
田
原
昇
「
江
戸
城
内

の
運
営
と
「
五
役
」
―
「
新
古
改
撰
誌
記
」
よ
り
―
」（『
東
京
都
江
戸
東
京

博
物
館
研
究
報
告
』
一
二
号
、
二
〇
〇
六
年
）・
髙
橋
喜
子
「
田
沼
時
代
に

お
け
る
下
級
幕
臣
―
目
付
支
配
無
役
に
注
目
し
て
」（『
人
間
文
化
創
成
科
学

論
叢
』
一
九
巻
、
二
〇
一
七
年
）
が
江
戸
城
内
の
下
働
き
を
行
う
「
五
役
」

と
、
無
役
の
五
役
な
ど
が
編
入
さ
れ
る
「
目
付
支
配
無
役
」
に
つ
い
て
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

（
７
）
牧
原
成
征
「
下
級
幕
臣
団
の
江
戸
城
下
集
住
」（
木
村
直
樹
・
牧
原
成
征

編
『
十
七
世
紀
日
本
の
秩
序
形
成
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）

（
８
）
第
七
門
七
〇
三
号
。
分
類
番
号
は
神
宮
司
庁
編
『
神
宮
文
庫
所
蔵
和
書
総
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目
録
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
に
従
う
。

（
９
）
国
文
学
研
究
資
料
館「
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」に
よ
る（http

://dbrec.
nijl.ac.jp/CSD

B_68785

）。

（
１０
）
「
古
事
類
苑
編
纂
事
歴
」（『
古
事
類
苑
索
引
巻
』
神
宮
司
庁
、
大
正
三

年
）

（
１１
）
中
西
崇
「
鉄
砲
玉
薬
奉
行
」（
大
石
学
『
江
戸
幕
府
大
事
典
』
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
九
年
）

（
１２
）
北
村
陽
子
「
公
儀
御
用
鉄
砲
師
と
幕
末
―
胝
家
を
例
と
し
て
―
」（『
歴
史

評
論
』
五
四
七
号
、
一
九
九
五
年
）

（
１３
）
大
石
学
「
江
戸
周
辺
の
軍
事
施
設
千
駄
ヶ
谷
焔
硝
蔵
―
近
代
首
都
圏
形
成

の
一
前
提
」（
同
『
享
保
改
革
の
地
域
政
策
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六

年
）

（
１４
）
『
吏
徴
下
』（『
古
事
類
苑
』
官
位
部
洋
巻
三
、
一
二
三
三
頁
）。
な
お
『
東

職
記
聞
』
で
は
四
二
人
、『
明
良
帯
録
』
で
は
三
四
人
と
す
る
（
同
一
二
三

〇
頁
）。

（
１５
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
『
大
箪
笥
玉
薬
組
御
由
緒
書
上
』（
請
求

番
号
一
五
七
―
〇
一
九
五
）。
甲
府
藩
主
だ
っ
た
家
宣
の
世
嗣
に
伴
い
甲
府

藩
士
多
数
が
幕
臣
と
な
る
な
ど
幕
臣
の
数
が
急
増
す
る
中
、
幕
府
の
調
査
に

対
し
、
譜
代
の
筋
目
を
主
張
し
た
の
が
こ
の
由
緒
書
で
あ
る
（
以
上
、
前
掲

牧
原
論
文
）。

（
１６
）
中
西
崇
「
鉄
砲
箪
笥
奉
行
」（
前
掲
『
江
戸
幕
府
大
事
典
』）

（
１７
）
江
戸
幕
府
の
奥
右
筆
を
務
め
た
向
山
源
太
夫
（
誠
斎
）
に
よ
り
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）
に
編
纂
さ
れ
た
（『
国
史
大
辞
典
』）。

（
１８
）
『
吏
徴
別
録

下
』（『
続
々
群
書
類
従
』
第
七

法
制
部
二
、
七
七
頁
）

（
１９
）
幕
臣
根
岸
衛
奮
が
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
〜
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

に
か
け
て
編
纂
し
た
江
戸
幕
府
諸
役
人
任
免
記
。
の
ち
に
慶
応
年
間
ま
で
加

筆
さ
れ
た
（
以
上
、『
国
史
大
辞
典
』）。

（
２０
）
深
井
雅
海
・
藤
實
久
美
子
編
『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
』
一
〜
七

巻
（
東
洋
書
林
、
一
九
九
六
〜
七
年
）
に
よ
る
。
役
職
武
鑑
の
性
格
に
つ
い

て
は
、
同
書
解
題
お
よ
び
藤
實
久
美
子
『
武
鑑
出
版
と
近
世
社
会
』（
東
洋

書
林
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。

（
２１
）
森
川
兵
左
衛
門
、
曲
渕
助
之
丞
、
山
本
新
五
左
衛
門
、
伴
権
右
衛
門
、
本

多
四
郎
左
衛
門
、
小
林
平
助
、
小
笠
原
金
兵
衛

（
２２
）
『
有
徳
院
殿
御
実
紀
』

（
２３
）
『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
№
５４
「（
三
品
調
合
法
・
目
無
秤
お
よ
び
建
試
蓋
物
の

使
用
法
）」

（
２４
）
こ
の
記
述
は
、
川
越
重
昌
「
幕
府
の
和
泉
新
田
焔
硝
蔵
復
元
素
描
」（『
銃

砲
史
研
究
』
四
七
八
号
、
一
九
八
七
年
）
に
お
け
る
絵
図
か
ら
の
復
元
と
も

一
致
す
る
。

（
２５
）
御
塩
硝
蔵
御
掃
除
之
者
。
給
金
二
両
二
分
一
人
扶
持
、
抱
席
。
鉄
砲
玉
薬

奉
行
支
配
（『
吏
徴

下
』）。

（
２６
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
『
御
船
具
御
武
器
類
書
上
』（
請
求
番
号

一
五
四
―
〇
〇
三
一
）
第
五
冊
『
玉
薬
方
御
預
御
武
器
類
御
有
高
調
帳
』

（
２７
）
№
８
「
千
駄
ヶ
谷
御
蔵
覚
」・
№
９
「
坪
数
覚
」

（
２８
）
№
４
「
和
泉
御
蔵
始
り
之
事
」。
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
に
一
之
蔵
・

四
之
蔵
を
増
築
し
、【
表
四
】
の
規
模
と
な
っ
た
。

（
２９
）
拙
稿
「
鉄
砲
稽
古
・
火
薬
規
制
と
『
江
戸
十
里
四
方
』」（
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
研
究
成
果
報
告
書
『
変
動
期
の
政
治
社
会
と
海
洋
知
』
所
収
、
二
〇

二
〇
年
）、
桑
原
功
一
「
享
保
改
革
期
に
お
け
る
江
戸
周
辺
銃
炮
稽
古
体
制

の
確
立
」（
関
東
近
世
史
研
究
会
編
『
関
東
近
世
史
研
究
論
集
３
幕
政
・
藩
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政
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
二
年
）

（
３０
）
こ
の
他
、
表
向
き
で
は
な
い
も
の
の
必
要
に
応
じ
て
諸
組
が
民
間
か
ら
火

薬
を
調
達
す
る
こ
と
は
あ
り
、
享
保
年
間
に
江
戸
の
商
人
か
ら
購
入
し
た
記

録
が
の
こ
る
（
本
多
俊
治
家
（
旧
高
井
家
）
文
書
「
塩
焇
商
売
由
緒
録
」。

東
京
都
新
宿
区
教
育
委
員
会
編
『
新
宿
区
文
化
財
総
合
調
査
報
告
書
⑸
』

（
新
宿
区
、
一
九
八
〇
年
）
に
収
録
）。
こ
の
商
人
は
、
鉄
砲
玉
薬
方
か
ら
駒

場
で
の
調
練
に
お
け
る
現
地
で
の
火
薬
調
合
を
委
託
さ
れ
て
も
い
る
。
ま
た

独
自
の
秘
伝
を
持
つ
鉄
砲
方
も
、
必
要
分
を
独
自
に
調
達
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。

（
３１
）
横
山
輝
樹
『
徳
川
吉
宗
の
武
芸
奨
励
―
近
世
中
期
の
旗
本
強
化
策
』
思
文

閣
出
版
、
二
〇
一
七
年

（
３２
）
『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
№
５５
に
記
さ
れ
た
計
算
法
で
は
、
稽
古
に
お
け
る
一

日
あ
た
り
の
消
費
量
を
一
人
三
発
分
三
匁
九
分
と
見
積
も
っ
て
い
る
。
諸
組

へ
渡
す
の
は
通
常
八
八
日
分
で
あ
り
（
寛
延
二
年
よ
り
半
減
さ
れ
四
四
日
分

と
な
る
〔
№
６
〕）、
一
年
の
消
費
量
は
一
人
あ
た
り
三
四
〇
匁
あ
ま
り
と
な

る
。
よ
っ
て
、
二
〇
〇
〇
貫
目
を
二
年
で
消
費
す
る
た
め
に
必
要
な
稽
古
人

数
は
、
お
よ
そ
三
〇
〇
〇
人
に
相
当
す
る
。

（
３３
）
№
５４
「（
三
品
調
合
法
・
目
無
秤
お
よ
び
建
試
蓋
物
の
使
用
法
）」

（
３４
）
同
右

（
３５
）
『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
№
３３
「（
蝦
夷
地
・
大
坂
・
房
州
等
御
用
の
た
め
調
合

薬
・
硫
黄
な
ど
調
達
記
録
）」

（
３６
）
な
お
『
武
鑑
』
に
は
御
用
達
「
焔
硝
方
」
と
し
て
堺
の
火
薬
商
人
高
三
善

右
衛
門
の
名
前
が
記
さ
れ
る
。
し
か
し
弘
化
四
年
に
大
坂
町
奉
行
が
善
右
衛

門
に
「
焔
硝
方
」
の
由
緒
を
問
い
た
だ
し
た
際
の
返
答
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て

天
正
十
年
に
家
康
が
堺
へ
滞
在
し
た
際
に
饗
応
し
伊
賀
越
え
に
も
従
っ
た
こ

と
か
ら
火
薬
販
売
の
免
許
を
得
た
由
緒
に
よ
る
も
の
で
、
当
時
幕
府
御
用
は

請
け
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
そ
の
際
の
問
い
合
わ
せ
に
鉄
砲
玉
薬
奉
行
は

「
鉄
砲
薬
之
義
、
乍
恐
（
台
頭
）
神
祖
御
伝
法
御
秘
事
調
合
之
品
故
﹇
…
﹈

外
向
�
調
合
薬
御
買
上
ニ
可
相
成
筋
無
御
座
候
」
と
も
回
答
し
て
い
る
（
以

上
、『
嘉
永
撰
要
類
集
第
七
十
三
ノ
上
附
録

四
之
冊
』〔
国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
永
続
的
識
別
子info

:ndljp/pid/2572972

、

二
六
コ
マ
〜
〕）

（
３７
）
前
掲
『
御
船
具
御
武
器
類
書
上
』
第
六
冊
『
御
鉄
炮
御
箪
笥
奉
行
御
預
御

鉄
炮
并
御
鉄
炮
之
諸
具
御
有
高
』

（
３８
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
『
御
用
達
町
人
由
緒
』（
請
求
番
号
一
五

七
―
〇
二
一
一
）
中
「
胝
惣
八
郎
由
緒
書
」。
胝
家
に
つ
い
て
は
前
掲
北
村

氏
論
文
の
ほ
か
、
北
村
陽
子
「
江
戸
下
町
鍛
冶
胝
家
資
料
の
紹
介
」（『
銃
砲

史
研
究
』
二
四
六
号
、
一
九
九
三
年
）・
同
「
日
本
橋
鉄
砲
町
と
胝
惣
八

郎
」（『
銃
砲
史
研
究
』
二
五
四
号
、
一
九
九
三
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
３９
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
『
諸
向
地
面
取
調
書
』（
請
求
番
号
一
五

一
―
〇
二
四
六
）
第
一
一
冊

（
４０
）
所
荘
吉
「
国
友
鉄
砲
鍛
冶
年
寄
制
度
の
研
究
」（『
銃
砲
史
研
究
』
三
七
号
、

一
九
七
二
年
）。
な
お
、
局
面
に
よ
っ
て
国
友
鍛
冶
ら
は
「
鉄
砲
方
支
配
」

を
名
乗
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
４１
）
所
荘
吉
「
国
友
資
料
に
よ
る
鉄
砲
の
価
格
に
つ
い
て
」（『
銃
砲
史
研
究
』

三
四
号
、
一
九
七
一
年
）

（
４２
）
森
泰
樹
『
杉
並
郷
土
史
叢
書
２

杉
並
歴
史
探
訪
』
杉
並
郷
土
史
会
、
一

九
七
五
年

（
４３
）
【
表
八
】
に
ま
と
め
た
一
七
九
名
の
う
ち
、
任
免
時
期
が
と
も
に
記
録
さ

れ
て
い
る
の
は
七
九
名
、
就
任
時
期
の
み
が
八
一
名
、
退
任
時
期
の
み
が
一
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五
名
、
と
も
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
（
人
名
の
み
）
の
が
四
名
で
あ
る
。

（
４４
）
【
表
八
】
で
は
字
数
の
都
合
か
ら
「
御
」
を
機
械
的
に
省
い
て
い
る
。

（
４５
）
組
頭
助
は
文
政
十
一
年
に
当
時
の
組
頭
の
病
気
を
理
由
と
し
て
「
新
例
」

と
し
て
新
設
さ
れ
、
服
部
平
左
衛
門
（
御
鍵
役
）・
大
野
雄
左
衛
門
（
孝
次

郎
、
御
蔵
役
）
が
補
職
さ
れ
た
。
両
者
は
前
任
の
組
頭
が
病
気
の
た
め
勤
務

困
難
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
後
に
は
ほ
ぼ
常
置
さ
れ
た
。

（
４６
）
前
掲
山
本
論
文
を
参
照
。

（
４７
）
前
掲
曽
根
論
文

（
４８
）
【
表
九
】
の
№
１６
、
２１
、
３５
、
４３
、
７５
、
７７
、
８１
、
９７
、
１１８
、
１２１
、
１４４
、

１４９
、
１５２
、
１７２
、
１７９
。

（
４９
）
前
掲
山
本
論
文
、
高
澤
憲
治
「
寛
政
三
年
�
家
格
令
�
と
勘
定
所
統
制
」

（
児
玉
幸
多
先
生
古
希
記
念
会
『
幕
府
制
度
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一

九
八
三
年
。
の
ち
高
澤
『
松
平
定
信
政
権
と
寛
政
改
革
』
清
文
堂
出
版
、
二

〇
〇
八
年
）

（
５０
）
以
上
、
前
掲
山
本
論
文

（
５１
）
高
柳
眞
蔵
・
石
井
良
助
編
『
天
明
御
触
書
集
成
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三

六
年
）
一
八
八
五
号
。『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
に
も
関
係
す
る
記
事
が
あ
り
、

例
え
ば
№
１７
中
に
よ
れ
ば
文
政
五
年
に
組
頭
岩
田
周
作
の
子
・
騂
輔
が
新
規

に
明
跡
に
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
事
前
に
候
補
者
を
書
き
上
げ
て
提

出
す
る
際
に
二
〇
年
以
上
勤
続
が
条
件
と
さ
れ
る
な
ど
、
条
件
は
厳
し
い
も

の
で
あ
っ
た
。

（
５２
）
司
法
大
臣
官
房
庶
務
課
編
『
徳
川
禁
令
考
』
第
二
帙
（
吉
川
弘
文
館
、
一

九
三
一
年
）
三
五
九
―
三
六
〇
頁
。「
書
上
」
は
小
普
請
の
役
職
就
任
を
推

薦
す
る
手
続
き
を
指
す
。

（
５３
）
橋
本
佐
保
「
寛
政
改
革
期
に
お
け
る
小
普
請
組
の
制
度
改
革
」（『
史
苑
』

七
三
巻
一
号
、
二
〇
一
三
年
）

（
５４
）
『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
№
２５
「
先
規
地
方
無
之
地
方
拝
領
之
訳
」

（
５５
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

（
５６
）
宮
崎
勝
美
「
江
戸
の
土
地
―
大
名
・
幕
臣
の
土
地
問
題
」（
吉
田
伸
之
編

『
日
本
の
近
世

第
九
巻

都
市
の
時
代
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年
）

（
５７
）
前
傾
牧
原
論
文

（
５８
）
『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
№
３８
「
拝
領
町
屋
鋪
之
訳
」
に
よ
れ
ば
、
先
祖
服
部

善
左
衛
門
が
天
正
十
九
年
に
四
谷
箪
笥
町
に
町
屋
敷
を
拝
領
し
て
い
る
。
№

５４
「（
三
品
調
合
法
・
目
無
秤
お
よ
び
建
試
蓋
物
の
使
用
法
）」
に
よ
れ
ば

『
勤
方
』
を
記
し
た
服
部
平
左
衛
門
は
八
代
目
で
あ
る
と
い
う
。

（
５９
）
『
玉
薬
奉
行
勤
方
』
№
４７
、
№
５２

（
６０
）
な
お
、
同
心
が
組
頭
と
な
っ
た
場
合
に
は
拝
領
町
屋
敷
は
上
ヶ
地
と
な
る

慣
例
だ
っ
た
よ
う
だ
。
た
だ
そ
の
場
合
は
一
時
的
に
組
持
と
な
る
に
留
ま
り
、

子
孫
へ
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

＊
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
「
幕
末
期
の
軍
需
物
資
市
場
と
近
世
在
来
技
術
」

（
２０
Ｊ
１
４
８
９
３
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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